
平成２６年度 神栖市男女共同参画 実施状況報告書

《報告書の見方》

　この報告書は，平成２５年度から平成２９年度までの後期５年

間の実施計画を策定し，平成２６年度事業を対象に，その取り組

み状況や実施状況などを調査し，取りまとめたものです。

■基本目標　Ⅰ 女と男・ともに育む新たな意識づくり　・・・・・・　１頁～１１頁

■基本目標　Ⅱ 女と男・ともに働く環境づくり・・・・・・・・・・１２頁～１４頁

■基本目標　Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり・・・・・１５頁～２９頁

■基本目標　Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり・・・３０頁～３４頁

【実施状況】・実施した　・検討した　・未着手　・定着した(完了)

基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１　男女

共同参画

の普及

1 1-1

男女共同参

画計画普及

活動事業

男女共同参画計画

の理解を深めるた

め，男女共同参画

計画「かみすﾊーﾄﾌ

ﾙﾌ゚ﾗﾝ」の周知を

図る。

平成２５年度に見直しを行っ
た「かみすハートフルプラ
ン」について，新聞折込，企
業への配布，成人式での配布
等を行った。また，市 ホーム
ページで「かみすハートフル
プラン」の案内を行うほか，
男女共同参画イベント「市民
フォーラム」開催時（２月１
１日）に，来場者へ周知でき
るよう計画書（概要版）を配
置し，ＰＲ活動に努めた。

1,283
実施し

た

市 ホームページで「かみす
ハートフルプラン」の案
内。男女共同参画イベント
「市民フォーラム」開催時
（２月１６日）や，市民フ
ェスタ（１０月１９・２０
日）において，来場者へ周
知できるよう計画書（概要
版）を配置し，ＰＲ活動に
努めた。

市民協働

課

２　男女

共同参画

推進条例

の周知，

運用

2 2-1

男女共同参

画推進条例

の周知・運

用

神栖市男女共同参
画推進条例の基本
理念を踏まえ，男
女共同参画に関す
る施策の運用を図
る。

市男女共同参画推進条例第17
条第2項及び男女共同参画推進
事業者表彰実施要項に基づ
き，１企業を表彰した。ま
た，市の男女共同参画に係わ
る前年度の取組み等の実施状
況を男女共同参画審議会へ報
告した。

12
実施し

た

市男女共同参画推進条例第17条
第2項及び男女共同参画推進事
業者表彰実施要項に基づき，２
団体を表彰した。また，市の男
女共同参画に係わる前年度の取
組み等の実施状況を男女共同参
画審議会へ報告した。

市民協働

課

１　男女

共同参画

に関する

考え方の

普及、定

着

３　男女

共同参画

計画に関

する意識

啓発事業

の実施

3 3-1

意識啓発パ

ンフレット

作成事業

男女共同参画推進

条例及び男女共同

参画計画を分かり

やすい表現で作成

し，広く市民等に

配布する。

平成２５年度に見直しを行っ
た「かみすハートフルプラ
ン」を作成し，概要版の新聞
折込，企業，成人式での配布
等を行った。また，市 ホーム
ページで「かみすハートフル
プラン」の案内を行ったほ
か，男女共同参画イベント
「市民フォーラム」開催時
（２月１１日）に，来場者へ
周知できるよう計画書（概要
版）を配置し，ＰＲ活動に努
めた。

1,283
実施し

た

神栖市男女共同参画計画

「かみすハートフルプラ

ン」の後期見直しを行

い，分かりやすい表現で

作成するように努めた。

また，条例および計画を

市のホームページで案内

し，PR活動に努めた。

市民協働

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

３　男女

共同参画

計画に関

する意識

啓発事業

の実施

4 3-2

男女共同参

画推進事業

者表彰事業

女性の能力活用や職域
拡大，家庭生活等で女
性の積極的な活動支援
を行っている事業者を
表彰することにより，
地域における人権尊
重，男女平等意識の醸
成を図る。

仕事と子育てが両立できるよ
う社内制度が整備し，社員の
働きやすい環境作りに力を入
れている「三洋化成株式会
社」を市民フォーラムで表彰
し，その取組状況などを男女
共同参画情報誌，ホームペー
ジ等で紹介し，市民の意識啓
発に努めた。

12
実施し

た

泉町行政区，平泉ジュニア
チアダンスクラブの２団体
を市民フォーラムで表彰
し，その取組状況などを広
報紙や情報誌，ホームペー
ジ等で紹介し，市民の意識
啓発に努めた。

市民協働

課

３　男女

共同参画

計画に関

する意識

啓発事業

の実施

5 3-3

男女共同参

画情報誌発

行事業

定期的に男女共同

参画に関する情報

誌「ﾊーﾄﾌﾙかみ

す」を発行し，市

民の意識の醸成を

図る。

編集委員である市民4人による
情報誌「ハートフルかみす」
を年２回(9月･3月)
各30,000部発行し，新聞折込
を行った。また，市内の公共
施設（広報スタンド）への設
置やホームページに掲載し
て，市民の意識啓発を図っ
た。

1,244
実施し

た

編集委員である市民4人による
情報誌「ハートフルかみす」を
年２回(9月･3月)
各9,000部発行し，市内小学校
の保護者に配布した。また，市
内の広報スタンド(76カ所)への
設置やホームページに掲載し
て，市民の意識啓発を図った。

市民協働

課

３　男女

共同参画

計画に関

する意識

啓発事業

の実施

6 3-4

男女共同参

画市民フォ

ーラムの開

催

市民による実行委

員会を組織し，市

民や事業者等へ男

女共同参画に対す

る理解と意識の高

揚を図る。

市民10人による実行委員会を
組織し，2月11日に市民フォー
ラムを開催し，男女共同参画
の推進に対する市民や事業者
等への意識啓発に努めた。来
場者は約900人。内容は生涯学
習推進事業と共催で行い，講
演・推進事業者表彰・生涯学
習の発表を含むアトラクショ
ン・男女共同参画や生涯学習
に係るブースの設置等。

965
実施し

た

市民10人による実行委員会を組
織し，2月16日に市民フォーラ
ムを開催し，男女共同参画の推
進に対する市民や事業者等への
意識啓発に努めた。来場者は約
400人。内容は生涯学習推進事
業と共催で行い，講演・推進事
業者表彰・生涯学習の発表を含
むアトラクション等。

市民協働

課

３　男女

共同参画

計画に関

する意識

啓発事業

の実施

7 3-5

男女共同参

画啓発事業

の広報・情

報提供の充

実

男女共同参画を推

進する事業の広報

および情報提供を

行う。

広報紙やホームページでの情
報提供に加え，市民フォーラ
ム（２月１１日開催）の案内
や男女共同参画推進事業者募
集案内などを，企業や関係団
体へ等へ，メールおよびダイ
レクトメールの送付等を行っ
たほか，男女共同参画に関す
る作品募集につていは，児童
館等で募集に関する説明を行
った。

17
実施し

た

市民フォーラム（２月１

６日開催）の際，企業等

へメールでの案内および

関係団体等へダイレクト

メールの送付等を行っ

た。

市民協働

課

１　男女

共同参画

に関する

考え方の

普及、定

着

４　人権尊
重に関する
社会同和教
育の推進

8 4-1
特設人権相

談事業

地域に密着した会場
で，法務局職員や人
権擁護委員による相
談業務を支援する。

毎偶数月に保健福祉会館とは
さき福祉センターの二箇所で
１日ずつ人権相談会場を設け
相談業務を支援、また広報誌
にて人権相談の周知を行っ
た。

0
実施し

た

毎偶数月に保健福祉会館とはさ
き福祉センターの二箇所で１日
ずつ人権相談会場を設け相談業
務を支援、また広報誌にて人権
相談の周知を行った。

社会福祉

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１　男女
共同参画
に関する
考え方の
普及、定
着

４　人権

尊重に関

する社会

同和教育

の推進

9 4-2

人権・同和

講座の開催

および参加

人権尊重等の講座

を開催し、研修会

等に参加する。

・家庭教育学級で人権教育
講座を開催・人権教育研修
会への参加・人権教育行政
主管課長会議・人権教育指
導者中央研修会・同和教育
研修会・同和問題研修会

日常の人権に目
をむけ、意識を
継続することは
難しいため、繰
り返しの意識付
けが重要であ
る。

157
実施し

た

家庭教育学級で．人権教育講座
を開催
人権教育研修会への参加
・人権教育行政主管課長会議
・人権教育指導者中央研修会
・同和教育研修会
・同和問題研修会

文化スポ

ーツ課

５　男女共
同参画の視
点に立った
各種講座等
の改善

10 5-1
託児付事業

の推進

イベント等開催時に
託児室を設け，参加
者が参画しやすい環
境づくりを進める。

2月11日の市民フォーラ

ム開催時に託児室を設

けた。

17
実施し

た

2月16日の市民フォーラム

開催時に託児室を設け

た。

市民協働

課

５　男女共
同参画の視
点に立った
各種講座等
の改善

11 5-2
子育て講座

事業の開催

就学児検診の開催時
に，子育て講座を設け
て参加しやすい環境づ
くりを促進する。

・社会教育指導員によ

る子育て講座。・就学

時子育て講座

2,451
実施し

た

社会教育指導員による子育て講
座。
・学童期子育て講座
・思春期子育て講座
・就学時子育て講座

文化スポ

ーツ課

５　男女共
同参画の視
点に立った
各種講座等
の改善

12 5-3
受付時間へ

の配慮

男女がともに家庭

や育児に参画でき

るよう環境づくり

を推進する。

児童扶養手当の現況届の受付
時間を午後７時まで延長して
実施した。　　　　　　　　
　　　児童手当の現況届は、
利便性を図るためここ数年郵
送受付を可とし、定着してき
た

児童手当現況届
を郵送申請し書
類不備があった
場合、電話等が
つながらないな
ど確認がなかな
かできない。

155
実施し

た

児童扶養手当の現況届の受付時
間を、今年度も午後７時まで延
長して実施した。児童手当の現
況届は、利便性を図るためここ
数年郵送受付を可とし、定着し
てきた。

こども課

５　男女

共同参画

の視点に

立った各

種講座等

の改善

13 5-4
定期講座へ

の参加促進

定期講座に子育て

中の市民が参加し

やすい環境づくり

を促進する。

中央公民館（2講座）：ｶﾌｪご
はんをつくろう，ﾌ゚ﾘｻ゙ ﾌー゙ﾄ゙ﾌ
ﾗﾜーｱﾚﾝｼ゙（募集対象は0～6歳
までの子どもがいる女性）　
はさき生涯学習センター（6講
座）：親子でそばうち体験，
親子でﾊ゚ｽﾃﾙ和みｱーﾄを描こ
う，親子でｱーﾄﾘｭﾐｴーﾙ，そばう
ち体験，親子で手作りｸﾘｽﾏｽｹー
ｷ，家族で恵方巻を作ろう

講座内容や

広報の充実

に努める。

132
実施し

た

託児付講座を2講座実施。

ｽｸﾗｯﾌ゚ﾌ゙ｯｷﾝｸ゙体験講座

（受講者15人），ﾌ゚ﾘｻ゙ｰ

ﾌ゙ﾄ゙ﾌﾗﾜーｱﾚﾝｼ゙ﾒﾝﾄ体験講

座（受講者8人）

中央公民

館

６　男女共
同参画の視
点に立った
広報の改善

14 6-1

行政刊行物

における表

現の留意

市が発行する刊行物
などにおいて，偏っ
た表現にならないよ
う留意する。

広報紙，情報誌「ハートフル
かみす」等の編集にあたって
は，男女共同参画の視点から
偏った表現にならないよう留
意し作成した。

0
実施し

た

広報紙，情報誌「ハートフルか
みす」等の編集にあたっては，
男女共同参画の視点から偏った
表現にならないよう留意し作成
した。

市民協働

課

２　男女

平等の視

点に立っ

た社会通

念や慣習

の見直し

６　男女
共同参画
の視点に
立った広
報の改善

15 6-2

教育委員会

刊行物にお

ける表現の

留意

教育委員会が発行
する刊行物などに
おいて，偏った表
現にならないよう
留意する。

広報紙，ホームページ等で幅
広い情報提供に努めた。「神
栖市の教育」や「教育委員会
点検・評価報告書」等の定期
刊行物発行の際は，男女共同
参画の視点に立った表現を工
夫した。

表現など，市民
にわかりやすい
言葉を使用する
とともに，表現
の統一に努めて
いる。

41
実施し

た

広報紙・ホームページを男女共
同参画の視点に立った表現に
し，幅広い情報提供に努めた。
「神栖市の教育」，「教育委員
会点検・評価報告書」などの定
期刊行物における確認を行っ
た。

教育総務

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

７　職場・
家庭・地域
等における
社会通念や
慣習を見直
す意識啓発

16 7-1

職場慣行の

点検と見直

しの促進

性別による役割分

担意識にとらわれ

ないよう，意識の

高揚を図る。

市職員に対し，会議や研修時
のお茶入れについて，性別に
よる慣習を見直す意識啓発に
努めた。自課においては，性
別分担意識にとらわれないよ
う，男女平等の視点に立った
慣習の見直しを心がけた。

0
実施し

た

市職員に対し，会議や研修時の
お茶入れについて，性別による
慣習を見直す意識啓発に努め
た。自課においては，性別分担
意識にとらわれないよう，男女
平等の視点に立った慣習の見直
しを心がけた。

市民協働

課

８　男性の
家事・育児
・介護への
参加を促す
機会の提供

17 8-1

育児・介護

休暇制度の

利用促進の

啓発

男女ともに育児・介護
休暇制度を利用すると
ともに，職場において
も制度の理解，協力し
合う体制づくりに努め
る。

子育て中の男性職員に育児
休暇の取得を勧めた。
平成26年度
育児休暇取得者0人

0
検討し

た

子育て中の男性職員に育

児休暇の取得を勧めた。

平成25年度

育児休暇取得者0人

市民協働

課

８　男性の
家事，育
児，介護へ
の参加を促
す機会の提
供

18 8-2
ﾆｭーﾌｧﾐﾘーｾﾐﾅ

のー開催

ﾆｭーﾌｧﾐﾘーｾﾐﾅーを通

して夫婦で子育て

教育への参加を促

進する。

これから父母となる方の育児
力向上，お互いの役割を理解
し，協力して子育てに向かう
ことができるように支援をお
こなっている。年４回開催，
１８７人参加。

夫が沐浴体験を
するだけでな
く，育児のイメ
ージを持てるよ
うな内容を検討
していく。

62
実施し

た

育児力の向上のためにお互いの
役割を理解し，協力して子育て
に向かうことができるように支
援を行っている。
年4回開催124人参加

健康増進

課

19 9-1

女性の理工

系分野への

関心・理解

を高める事

業の推進

女子学生・生徒が理
工系分野へ関心・理
解を高めるため，科
学技術分野の理解増
進に関する事業を推
進する。

男女共同参画情報誌「ハート
フルかみす」において，波崎
高校の「リケジョ」を取材・
掲載したほか，波崎西小学校
で行った企業の「理科出前講
座～おもしろ科学教室～」に
取り組む児童を取材・掲載し
た。

0
実施し

た

かみす市民フォーラム（２
月１６日開催）において，
気象予報士の木原実氏を招
き，講演（テーマ：子育て
にも役立つ！お天気のふし
ぎ）を開催した。

市民協働

課

20 9-2

青少年のた

めの科学の

祭典

子ども達が理科の実験
や工作の実体験を通し
て，科学技術の面白さ
や不思議さなど，科学
の魅力を体験できる機
会を提供する。

鹿行地区５市が構成する「青
少年のための科学の祭典鹿行
地区大会実行委員会」の主催
で，鉾田市立大洋中学校を会
場に，11月16日（日）に実
施。2,210名が参加。

鹿行地区を輪
番でめぐるた
め，遠方の会
場には行きづ
らい。

100
実施し

た

鹿行地区５市が構成する「青少
年のための科学の祭典鹿行地区
大会実行委員会」の主催で，行
方市麻生中学校を会場に，11月
17日（日）に実施。1,896名が
参加。

文化スポ

ーツ課

21 9-3
定期講座講

習会等事業

理工学に関する講座
・講習会等の開催

小学生を対象としたサイエン
ス講座を，H27年度新規講座と
して4講座計画（中央公民館）

0
検討し

た

開講に向けての計画を作

成中

中央公民

館

２　男女

平等の視

点に立っ

た社会通

念や慣習

の見直し

９　女性

が理工学

系への関

心・理解

を高める

ための事

業の推進

22 9-4
理工系分野
への学習促
進

青少年への理工系
分野への学習・興
味を促進する。

理系の資料を中心に，青少年
の勉強への意欲を引き出すよ
うな資料，職業選択の参考に
なるような図書を収集。

133
実施し

た

理工学に関する図書の収

集をしている。

中央図書

館

３　国際

社会への

理解と交

流の推進

１０　外国
人居住者を
対象とした
相談・支援
の充実

23 10-1

在住外国人

の生活相談

情報の提供

在住外国人が抱え

る問題を解決する

相談窓口の情報を

提供する。

「外国人のための防災ガイド
ブック」および「神栖市多言
語版生活便利帳」（英語，タ
イ語，中国語）を作成・配布
し，市の外国人の生活情報の
提供に役立てた。　　　　　
　　　

外国人住民が生
活上抱える問題
は多岐に渡るた
め，それらを的
確に把握するこ
とが困難であ
る。

1,958
実施し

た

市国際交流協会の翻訳事

業を通して，外国人が市

の法律相談事業を利用す

る際に支援を行なった。

政策企画

課

- 4 -



基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１１　外

国語によ

る公共表

示の整備

促進，広

報の充実

24 11-1

外国語によ

る広報の充

実

在住外国人等に役

立つ生活情報を提

供する。

「外国人のための防災ガイド
ブック」および「神栖市多言
語版生活便利帳」（英語・タ
イ語・中国語）を作成・配布
し，市の外国人の生活情報の
提供に役立てた。また，市ホ
ームページにも掲載し，生活
情報の提供に努めた。また，
国際交流協会のホームページ
を活用し，日本語・ポルトガ
ル語･中国語・タイ語・英語の
５ヶ国語による，協会の行事
予定等を掲載した。

市報「広報か
みす」に掲載
する国際交流
協会のイベン
ト情報等は日
本語表記のみ
であり，やさ
しい日本語
や，外国語で
の表記対応が
課題である。

1,958
実施し

た

市国際交流協会のホーム
ページを活用し，日本語
・ポルトガル語・中国語
・タイ語・英語の５ヶ国
語による基本的な生活情
報の提供を行なった。ま
た，協会の行事予定等を
掲載し，最新の情報を伝
えるように務めた。

政策企画

課

１１　外国
語による公
共表示の整
備促進，広
報の充実

25 11-2

外国語の表

示板の修繕

及び表示変

更

避難施設の表示を

日本語と英語で併

記し，外国人の利

便性を図る。

避難場所看板設置
　4ヶ所　1,265,760円
津波避難看板作製
　2ヶ所　16,200円
蓄光式津波避難ビル看板設置
　8ヶ所　820,800円

2,103
実施し

た

避難場所看板設置
　3ヶ所　945,000円
津波避難誘導看板設置
　60ヶ所（居切地区）
　260,190円
蓄光式津波避難ビル看板設置
　2ヶ所　179,445円

防災安全

課

１１　外国
語による公
共表示の整
備促進，広
報の充実

26 11-3
外国語版資

料の周知

外国版の資料を提

供し，外国人へ効

果的に啓発する。

国･県･市等の啓発パン
フレット，冊子を活用
し外国人への情報提供
に努めた。

0
実施し

た

国･県等の啓発パンフレッ

ト，冊子を活用し外国人

への情報提供に努めた。

市民課

１１　外
国語によ
る公共表
示の整備
促進，広
報の充実

27 11-4

観光用看板

等の外国語

表示への整

備

市内の外国人居住者や
来訪する外国人観光客
へ本市の観光資源を紹
介するなどｲﾒーｼ゙ｱｯﾌ゚
とＰＲの推進を図り，
外国語表示による看板
・ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄを検討す
る。

外国語を表記した観光
ガイドマップを市出先
機関に設置した。ま
た，観光ＰＲのため機
会あるごとに配布し
た。

1,263
実施し

た

外国語を表記した観光ガ
イドマップを市出先機関
等に設置した。また観光
ＰＲのために機会あるご
とに配布するなど有効活
用した。

商工観光

課

１２　国際
交流に関す
る活動支
援，情報提
供の充実

28 12-1

国際交流協

会情報誌発

行事業

国際交流協会情報誌
「きぃ～ふぁ」の発
行を支援し，各種ｲ
ﾍ゙ﾝﾄ情報を提供す
る。

情報誌「きぃ～ふぁ」を3
月に2,000部発行し，協会
員や各公共施設等への配布
を行ない，協会の活動を広
くＰＲした。

会員の協力で配
布先を増やし，
より多くの市民
に協会活動がPR
する必要があ
る。

0
実施し

た

情報誌「きぃ～ふぁ」を12
月に2,000部発行し，協会員
や各公共施設等への配布を
行ない，協会の活動を広く
ＰＲした。

政策企画

課

３　国際

社会への

理解と交

流の推進

１３　学
校教育に
おける国
際理解教
育の推進

29 13-1

中学生海外

派遣交流事

業

ﾎーﾑｽﾃｨや地域行事への
参加等を通して，外国
の人々との友好親善を
図るとともに，国際的
視野を広め当市の発展
に貢献できる有為な人
材を育成する。

事業実施なし

ユーリカ市

の事情によ

る

平成２６年５
月にユーリカ
市と連絡が取
れたが、その
後の調整が取
れなかった。

0未着手 未実施 学務課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　１　男女の平等をめざした意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１３　学校
教育におけ
る国際理解
教育の推進

30 13-2
外国語教育

推進事業

社会の変化に対応で
きる児童生徒の育成
を図り，国際理解教
育の推進を図る。

外国語指導助手［ＡＬＴ］を
小中学校で活用し，外国語教
育に対する興味・関心を高
め，コミュニケーション能力
の育成を図った。

ALT活用の評
価・効果測
定の工夫が
必要

61,690
実施し

た

外国語指導助手［ＡＬＴ］を小
中学校で活用し，外国語教育に
対する興味・関心を高め，コミ
ュニケーション能力の育成を図
った（学務課での業務委託）

教育指導

課

３　国際

社会への

理解と交

流の推進
１４　地
域におけ
る国際理
解の推進

31 14-1
海外親善訪

問事業

姉妹都市や友好都市
との交流を促進する
ため，訪問団を結成
し相互に訪問する。

相手方の事情等もあり
訪問は実施できなかっ
たが，メール交信等を
行なった。

双方の状況等を
把握し，交流の
形について検討
していく必要が
ある。

0
検討し

た
未実施

政策企画

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　２　男女平等の視点に立った教育の推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１５　家庭
教育に関す
る講座等の
充実

32 15-1
家庭教育学

級の充実

近年の社会情勢の変
化から家庭教育の重
要性が見直され，そ
の充実を図る。

市内幼稚園・小中学校29校の
家庭教育学級において、それ
ぞれ年間20時間以上の自主学
習を行い、家庭の教育力の向
上に努めた。

1,482
実施し

た

市内幼稚園・小中学校29校の家
庭教育学級において、それぞれ
年間20時間以上の自主学習を行
い、家庭の教育力の向上に努め
た。

文化スポ

ーツ課

１６　家庭
教育に関す
る相談の充
実

33 16-1
教育に関す
る悩みの相
談

家庭教育に関する
諸問題に対し，電
話相談に応じる。

教育相談員（3名）交代（月～
金，9:00～16:00）子育て，交
友関係に関する電話相談。電
話相談26件

0
実施し

た

教育相談員（３名）交代（月～
金，9:00～16:00）子育て，交
友関係に関する電話相談。電話
相談40件。

教育指導

課

１　男女

平等の視

点に立っ

た家庭教

育の推進

１７　父

親の家庭

教育への

参加促進

34 17-1
地域子育て

支援事業

地域で子育て支援

をしている団体の

活動を支援する。

親子餅つき大会，バザーフェ
スティバル，サツマイモの収
穫，いも苗植え，運動会参
加，ソフトボール大会，美水
連清掃事業，スポーツ大会等
へ参加。

申請する団

体がッ少な

い。

60
実施し

た

親子餅つき大会，バザーフェス
ティバル，サツマイモの収穫，
いも苗植え，運動会参加，ソフ
トボール大会，美水連清掃事
業，スポーツ大会等へ参加。

文化スポ

ーツ課

１８　男女
平等の視点
に基づく教
材の普及

35 18-1
神栖市副読

本作成事業

男女平等の視点に
立った副読本の作
成を推進する。

副読本（平成23年度改訂版）
の一部見直しを行った（平成2
7年度4月1日改訂版発行）

2,565
実施し

た

平成24年度と同様のものを
副読本として増刷した（平
成23年度に部分改訂）。

教育指導

課

１９ 家庭
科の男女共
修の充実

36 19-1
家庭・技術
科の履修促
進

男女共同参画の視点に
立って，男女が共に履
修する指導計画を策定
する。

技術科・家庭科の履修
に関して，男女同一の
内容で実施している。

0
実施し

た

技術科・家庭科の履修に
関して，男女同一の内容
で実施している。

教育指導

課

２０ 外国人
児童生徒等
を対象とし
た日本語指
導

37 20-1

日本語指導
教育(わくわ
くワールド)
事業

外国人児童生徒などが
日常生活や学校生活へ
適応するのに必要な日
本語力を身につける。

軽野東小をセンター校と
し，日本語指導員8名によ
り，児童生徒41名に日本語
指導を行っている。

中国語やタ
イ語に対応
できる指導
員がいない

14,811
実施し

た

軽野東小をセンター校と
し，日本語指導員8名によ
り，児童生徒43名に日本
語指導を行っている。

教育指導

課

２１　児童
生徒の悩み
に対応でき
る相談支援
体制の整備

38 21-1
心の教室相

談事業

生徒の抱える不安や悩
み，ストレスの状況を
把握し，その緩和・解
消に向けて相談員を派
遣する。

心の教室相談員を全中学校
に週3日（1日３時間）配置
し，生徒の悩み相談に対応
している。

2,849
実施し

た

心の教室相談員を全中学
校に週3日（1日３時間）
配置し，生徒の悩み相談
に対応している。

教育指導

課

２１　児童
生徒の悩み
に対応でき
る相談支援
体制の整備

39 21-2
登校支援教

室事業

登校できない児童生
徒の個々の悩みや不
安の解消を図り，再
登校を支援する。

2教室（神栖1か所・波崎1か
所），計9名の登校支援相談員
により，不登校児童生徒の再
登校に向けた支援を行ってい
る。通級生・相談生は24名で
あった。

25,098
実施し

た

2教室，9名の登校支援相談
員により，不登校児童生徒
の再登校に向けた支援を行
っている。通級生・相談生
は21名であった。

教育指導

課

２　男女

平等の視

点に立っ

た幼児教

育・学校

教育の推

進

２２　人権
尊重や男女
平等に関す
る教育の充
実

40 22-1
人権・平等

教育の充実

人権教育･男女平
等への学習指導計
画に基づいた教育
の充実を図る。

各学校で人権教育全体計画・
年間計画を作成し，児童生徒
の指導にあたっている。男女
平等の人権感覚を育んだ。

0
実施し

た

各学校で人権教育全体計画・年
間計画を作成し，児童生徒の指
導にあたっている。男女平等の
人権感覚を育んだ。

教育指導

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　２　男女平等の視点に立った教育の推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

２３　将来
を自由に選
択できる進
路指導の充
実

41 23-1
キャリア教

育の充実

男女の性別に関わ

りなく，個性に応

じたキャリア教育

の充実を図る。

小学校では，自分のよさに気
付き，夢や希望を実現するた
めに意欲をもって取り組む児
童の育成を行った。また中学
校では，自らの意思と責任に
おいて進路を選択・決定する
能力・態度の育成を行った。

0
実施し

た

小学校では，自分のよさに気付
き，夢や希望を実現するために
意欲をもって取り組む児童の育
成を行った。また中学校では，
自らの意思と責任において進路
を選択・決定する能力・態度の
育成を行った。

教育指導

課

２４　学校
運営・学校
行事・ＰＴ
Ａ活動等す
べての教育
活動におけ
る男女共同
参画の推進

42 24-1
学校評議員

会議の開催

地域に開かれ，特色
ある学校づくりを一
層推進するため，地
域・学校・家庭が協
力して子どもの成長
・発達を促進する。

学校評議員会を開催

し，学校運営や児童生

徒の健全育成に関する

意見を求めた。

909
実施し

た

学校評議員会を開催し，

学校運営や児童生徒の健

全育成に関する意見を求

めた。

教育指導

課

２５　リプ
ロダクティ
ブ・ヘルス
／ライツの
視点を盛り
込んだ小・
中学校にお
ける性教育
の充実

43 25-1
思春期講座

の開催

心身の発達段階に

応じた性教育の必

要性から，関係機

関と連携しながら

講座を開催する。

中学校からの実施希望

により思春期講話を1回

実施。参加者76名。

対象学年によ
り講話内容が
変わるため。
関わるのに最
も効果的な年
代を検討す
る。

10
実施し

た
未実施

健康増進

課

２　男女

平等の視

点に立っ

た幼児教

育・学校

教育の推

進

２５　リプ
ロダクティ
ブ・ヘルス
／ライツの
視点を盛り
込んだ小・
中学校にお
ける性教育
の充実

44 25-2
性教育に関

する充実

各小・中学校と連

携を図り，性教育

に関する正しい知

識の普及，啓発を

図る。

各小・中学校とも，年

間の指導計画を作成

し，それぞれの学年に

応じて，教育計画を取

り入れている。

0
実施し

た

各小・中学校とも，年間

の指導計画を作成し，そ

れぞれの学年に応じて，

教育計画を取り入れてい

る。

教育指導

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　３　男女の人権を尊重する意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

２６　女性
に対するあ
らゆる暴力
を予防する
啓発の充実

45 26-1

暴力防止の

ための情報

提供

女性に対する暴力

防止のための情報

提供に努める。

国や県からの女性に対する暴
力防止ポスターを出先機関に
掲示，また広報紙に相談窓口
を表示するなど暴力防止の啓
発に努めた。また，中学生を
対象に，デートＤＶ出前講座
を市内中学校２校で行った。

16
実施し

た

国や県からの女性に対する暴力
防止ポスターを出先機関に掲
示，また広報紙に相談窓口を表
示するなど暴力防止の啓発に努
めた。また，中学生を対象に，
デートＤＶ出前講座を市内中学
校２校で行った。

市民協働

課

２６　女性
に対するあ
らゆる暴力
を予防する
啓発の充実

46 26-2

配偶者等か

らの暴力(Ｄ

Ｖ)防止の周

知

配偶者等からの暴力は
犯罪であるという意識
の浸透と理解の促進を
図る。また，暴力が子
どもに与える影響や未
婚の若者間の暴力につ
いても意識啓発に努め
る。

婦人相談所作成のパン

フレットを窓口等に掲

示した。啓発用ポスタ

ーの掲示を行った。

0
実施し

た

婦人相談所作成のパンフ

レットを窓口等に掲示し

た

社会福祉

課

２７　女性
に対する暴
力防止につ
いての調査
研究

47 27-1
ケース検討

会の開催

女性総合相談での
相談事例を調査研
究し，相談員の資
質の向上に努め
る。

女性相談員及び関係職員によ
るケース検討会を毎月1回実
施。相談員同士の情報共有と
相談事例を相互に検討して，
相談員の資質向上に努めた。
また，女性相談に関する研修
へ参加した。

51
実施し

た

女性相談員及び関係職員による
ケース検討会を毎月1回実施。
相談員同士の情報共有と相談事
例を相互に検討して，相談員の
資質向上に努めた。また，女性
相談に関する研修へ参加した。

市民協働

課

２８　暴

力を早期

発見する

ための知

識の普及

48 28-1

民生委員児

童委員研修

事業

相談業務に必要な
知識を身に付け，
市民ニーズに対応
できるよう民生委
員児童委員の資質
を高める。

国･県が主催する研修会等
への参加を支援した。ま
た、地区民児協定例会にお
いても介護保険や、生活保
護についての研修を行い、
民生委員児童委員の資質の
向上に努めた。

1,834
実施し

た

民生委員児童委員教室や民生委
員児童委員全体研修会等積極的
に研修に参加し、相談業務に必
要な知識を身につけた。また地
区民児協定例会においても、生
活保護、社会福祉協議会の概要
等積極的に研修を行い、幅広い
知識を身につけた。

社会福祉

課

２９　行政
内における
セクシュア
ル・ハラス
メント防止
に向けた取
り組みの推
進

49 29-1

職場のｾｸｼｭｱ

ﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防

止事業

ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄにつ
いての理解を深める
ため研修会の実施
と，指針等を作成・
周知により，安心し
て働ける職場環境の
整備に努める。

職員研修により啓発活

動を実施した（リスク

マネジメント・コンプ

ライアンス研修）

150
実施し

た

ハラスメント防止ガイド

ブックを作成し，職員へ

周知を図った。

職員課

１　男女

間の暴力

を根絶す

るための

意識啓発

３０　教育
分野におけ
るセクシュ
アル・ハラ
スメント防
止に向けた
取り組みの
推進

50 30-1

教職員に対

する意識啓

発

小・中学校教職員

のｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ

防止等の研修会へ

の参加を促進す

る。

教育委員会としてセク
ハラ防止は「3ない運
動」の一つとして，服
務面の最重点に置き，
あらゆる機会に指導し
ている。

0
実施し

た

教育委員会としてセクハ

ラ防止は「3ない運動」の

一つとして，服務面の最

重点に置き，あらゆる機

会に指導している。

教育指導

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　３　男女の人権を尊重する意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

３１　被害
者のための
相談体制の
充実

51 31-1
女性総合相

談事業

女性が抱えている様々
な悩みごとや問題の解
決に向け，相談員が面
接・電話相談を通し，
女性の人権尊重を図
る。

相談員4人が女性が抱えるさま
ざまな相談に応じた。毎週火
曜日実施，相談件数：120件,
相談者49人，主な相談内容：
離婚，家族について，生活に
ついて，ＤＶ等

530
実施し

た

相談員4人が女性が抱えるさま
ざまな相談に応じた。毎週火曜
日実施，相談件数：63件,相談
者51人，主な相談内容：配偶者
への暴力，離婚，財産分与等

市民協働

課

３１　被害
者のための
相談体制の
充実

52 31-2
ＤＶ（配偶者
からの暴力)相
談窓口の充実

ＤＶ被害者の相談体制
を整備し，関係機関と
の連携を促進する。

社会福祉課窓口では随時相談
を受け付け、関係機関と連携
しながら対処した。（面接相
談件数：１１件）

0
実施し

た

社会福祉課窓口では随時相談を
受け付け、関係機関と連携しな
がら対処した。（相談件数：２
０件）

社会福祉

課

３２　加害
者のための
相談体制の
整備検討

53 32-1

加害者の対

応策への情

報収集

加害者の暴力等の再発
を防ぐため，更正ﾌ゚ﾛ
ｸ゙ﾗﾑを持つ関係機関等
の情報収集に努める。

デートDV予防のためのファシ
リテーター講座，女性相談員
向けの研修へ参加し，情報の
収集・把握に努めた。県外研
修2回（相談員4人参加）

52
実施し

た

相談員DV加害者プログラムの講
座が未実施だったため，他に開
催された研修などの情報収集・
情報提供に努めた。

市民協働

課

３３　被害
者に対する
支援体制の
整備，充実

54 33-1

女性総合相

談に関する

連携

女性が抱える多様な
問題の早期解決を図
るため，関係機関と
の連携調整会議を開
催する。

配偶者からの暴力や性被害に
関する相談については，他課
で情報を共有しているケース
があったため，社会福祉課や
こども課と調整し，情報収集
に努めた。

0
実施し

た

配偶者からの暴力や性被害に関
する相談については，他課で情
報を共有しているケースがあっ
たため，社会福祉課やこども課
と調整し，情報収集に努めた。

市民協働

課

２　暴力

の被害を

なくすた

めの体制

の整備，

充実

３３　被害
者に対する
支援体制の
整備，充実

55 33-2

ＤＶ被害者

一時避難支

援事業

配偶者等の暴力によ
り，一時避難が必要と
判断された人を警察及
び相談所と連携し，安
全な施設への収容を支
援する。

一時避難を

求める者が

いなかった

ため

0未着手

県の婦人相談所や警察と

連携を図り、一時保護が

必要な方の支援を行っ

た。（３件）

社会福祉

課

３４　リプ
ロダクティ
ブ・ヘルス
／ライツに
ついての考
え方の普
及，意識啓
発

56 34-1
思春期講座

の開催

心身の発達段階に

応じた性教育の必

要性から，関係機

関と連携しながら

講座を開催する。

中学校からの実施希望

により思春期講話を1回

実施。参加者76名。

対象学年によ
り講話内容が
変わるため。
関わるのに最
も効果的な年
代を検討す
る。

10
実施し

た
未実施

健康増進

課

３　リプ

ロダクテ

ィブ・ヘ

ルス／ラ

イツの尊

重と健康

支援　
３５　ラ

イフサイ

クルを通

じた女性

の健康支

援の充実
57 35-1

各種がん検

診の実施に

よる早期発

見，早期治

療の促進

がんの早期発見，

早期治療を促進す

る。

子宮・乳・胃・大腸・肺がん
検診の集団検診と子宮・乳が
んの医療機関検診を実施。
・子宮がん集団検診 1,098名
・子宮がん医療機関検診 2,18
1名
・乳がん集団検診 2,078名
・乳がん医療機関検診 737名
・胃がん検診 2,086名
・大腸がん検診 4,054名
・肺がん検診6,694名

がん検診のご案
内の成果とし
て、大腸がん検
診受診者は大幅
な増加となっ
た。しかしその
他の検診につい
ては横ばい状態
にある。特に婦
人科検診は国庫
補助事業を利用
した無料対象者
への勧奨効果が
少なかった。

55,992
実施し

た

子宮・乳・胃・大腸・肺がん検
診の集団検診と子宮・乳がんの
医療機関検診を行った。
・子宮がん集団検診 1,229名
・子宮がん医療機関検診 2,171
名
・乳がん集団検診 2,169名
・乳がん医療機関検診 624名
・胃がん検診 2,017名
・大腸がん検診 3,350名
・肺がん検診6,716名

健康増進

課
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基本目標Ⅰ　女と男・ともに育む新たな意識づくり

重点課題　３　男女の人権を尊重する意識づくりの推進

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

３６　売買
春や性の商
品化を防止
する啓発の
充実

58 36-1

売春等，性
の商品化に
ついての防
止啓発

売春等，性の商品

化についての防止

啓発に努める。

売春や人身取引が犯罪である
ことについて，国からのポス
ターやリーフレットを公共施
設へ掲示し，周知に努めた。

0
実施し

た

売春や人身取引が犯罪であるこ
とについて，国からのポスター
やリーフレットを公共施設へ掲
示し，周知に努めた。

市民協働

課

３　リプ

ロダクテ

ィブ・ヘ

ルス／ラ

イツの尊

重と健康

支援　

３７　衛

生教育の

充実

59 37-1
エイズ検査

事業の充実

妊産婦を対象に妊

婦一般健康診査第

１回目においてＨ

ＩＶ抗体検査を行

う。
妊婦一般健康診査にお

いて，908名にHIV抗体

検査を実施。

妊婦一般健康診
査において，HI
V抗体検査を実
施しているが，
結果については
実施か未実施か
の記載のみで，
陰性か陽性かに
ついては市にあ
がってこない。
そのため，市民
からの相談がな
ければ情報提供
等ができない状
況である。

14,739
実施し

た

妊婦一般健康診査におい

て，791名にHIV抗体検査

を実施。

健康増進

課
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基本目標Ⅱ 女と男・ともに働く環境づくり

重点課題　１　男女の個性や能力が発揮できる職場づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

３８　男女
雇用機会均
等法など労
働関連法の
周知徹底

60 38-1

男女雇用機会
均等法など労
働関連法の周
知徹底

勤労者，労働団体との
連絡調整を図り，男女
雇用均等法に対する意
識の啓発を図る。

雇用機会均等法に関す
る専門窓口の紹介・資
料配布による周知に努
めた。

0
実施し

た

雇用機会均等法に係る相
談に対する専門窓口の紹
介・資料配布による周知
に努めた。

商工観光

課

３９　事業
所等への男
女共同参画
を普及する
啓発の充実

61 39-1
労働環境の

改善促進

労働条件の向上や
女性が働きやすい
環境づくりを促進
する。

働く女性の健康管理や
労働条件等のパンフレ
ット等を配布し意識啓
発に努めた。

0
実施し

た

働く女性の健康管理や労
働条件等のパンフレット
等を配布し意識啓発に努
めた。

商工観光

課

４０　女性
のための労
働相談窓口
の設置

62 40-1

就労支援相

談窓口の設

置

男女問わず，ニート・
ひきこもり問題を含
め，幅広い就労環境に
関する相談に対応する
ため相談窓口を設置す
る。

就労支援相談事業により，
毎月１回ニート・ひきこも
り関係及び就労環境に関す
る相談に対応した

108
実施し

た

就労支援相談事業により，
毎月１回ニート・ひきこも
り関係及び就労環境に関す
る相談に対応した。

商工観光

課

４１　農山
村男女共同
参画推進指
針に基づく
総合的な推
進

63 41-1

家族経営協

定締結の普

及促進

労働時間や家族の役割
分担を明確にし，経営
発展と女性の地位向上
に向けて家族経営協定
の締結を促進する。

家族経営協定締結の意

義について周知

家族経営協定を
締結することに
よる、支援制度
等のメリットが
少ない。

0
実施し

た

家族経営協定締結の意義

について周知
農林課

４１　農
山漁村男
女共同参
画推進指
針に基づ
く総合的
な推進

64 41-2

農山村にお

ける人材の

育成

地域の農業の指導

者となる女性農業

士の拡大と地域リ

ーダーの育成を図

る。

女性農業士の所属する女性
部による販促・ＰＲ活動
（テレビ等取材対応･イベ
ント参加）が積極的に取り
組まれた。そのような活動
を通して女性農業士の拡大
や地域リーダーが育成され
ていく。

地域農業の担い
手となる認定農
業者を増やして
いくことを指標
としているが、
認定農業者とな
るメリットが少
なく、新規の申
請者が少ない。

0
実施し

た

日本一のピーマン産地のＰＲ、
風評被害の払拭、イベント参加
による地域でのＰＲ等、女性部
による販促・ＰＲ活動が積極的
に取り組まれている。このよう
な活動を通して経営の感覚、女
性リーダーが育成されていく。

農林課

１　雇用

の場にお

ける均等

な機会と

接遇の確

保

４１　農
山漁村男
女共同参
画推進指
針に基づ
く総合的
な推進

65 41-3

漁村におけ

る人材の育

成

地域の漁業の指導者と
なる女性漁業士の拡大
と地域リーダーの育成
及び女性の漁業・水産
加工業の働きやすい環
境、地域の特産物を活
かした事業開発に関わ
る具体的な取り組みに
対して支援する。

神栖市の基幹産業である水産
業の女性漁業士の発掘及び拡
大や、漁協、水産加工組合女
性部の活動を支援し、地域の
水産業の担い手の育成に努め
た。又、水産業に関係する市
等のイベント参加など、地域
リーダーの育成に関わる取り
組みに対して支援した。

0
実施し

た

漁協、水産加工組合女性部
の活動を支援し、地域の漁
業の担い手の育成に努め
た。又、地域の特産物を活
かした事業開発に関わる具
体的な取り組みに対して積
極的に支援した。

水産・地

域整備課

２　職域

の拡大や

起業の支

援

４２　多

様な就業

情報の提

供

66 42-1
職業紹介事

業の促進

「職業安定法第３３条
の四」に基づく地方公
共団体として茨城労働
局，近隣企業と連結し
た休職者への無料職業
紹介事業を促進する。

自治体職員を対象にした職
業紹介研修を受講したが，
事業自体は未実施。ハロー
ワークからの最新求人情報
を毎週配布し，情報提供に
努めた。

無料職業紹介
所の設置につ
いて，他市町
村の状況収集
にとどまり，
設置までは至
らなかった。

設置要望もな
く，職業紹介
は広域に行う
のがより有効
であると考え
る。

0未着手

自治体職員を対象にした職
業紹介研修を受講したが，
事業自体は未実施。ハロー
ワークからの最新求人情報
を毎週配布し，情報提供に
努めた。

商工観光

課

- 12 -



基本目標Ⅱ 女と男・ともに働く環境づくり

重点課題　１　男女の個性や能力が発揮できる職場づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

４３　就業
に必要な技
術を身につ
ける機会の
提供

67 43-1

子育てママ

再就職支援

事業

茨城県が主催する就業
に関するスキルアップ
講座等を紹介し就労機
会の促進をする。

リーフレットの配布と
市HPへ関連リンクを貼
り，情報提供に努め
た。

0
実施し

た

リーフレットの配布と市H

Pへ関連リンクを貼り，情

報提供に努めた。

商工観光

課

４４　商工
業等への経
営能力の向
上支援

68 44-1
地域総合振興
事業（神栖市
商工会）

商工業の総合的な改善
発達を図り，併せて社
会一般の福祉の増進に
資する。

商工業振興を図るため，商
工会との連携及び事業の支
援に努めた。

0
実施し

た

商工業振興を図るため，
商工会との連携及び事業
の支援に努めた。

商工観光

課

２　職域

の拡大や

起業の支

援

４５　起業
に向けた活
動の支援

69 45-1
創業支援融
資事業（商
工会窓口）

新たな起業に向けた活
動を支援するため，創
業者支援融資制度の活
用を促進する。

各種融資制度のリーフレット
やガイドブックなどを配布
し，融資制度の周知を図っ
た。

0
実施し

た

各種融資制度のリーフレットや
ガイドブックなどを配布し，融
資制度の周知を図った。

商工観光

課

- 13 -



基本目標Ⅱ 女と男・ともに働く環境づくり

重点課題　２　働き続けるための社会環境の整備促進　

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

４６　労働
時間短縮や
フレックス
タイム制の
普及に向け
た啓発の充
実

70 46-1
労働時間短

縮等の周知

労働基準法に基づく
労働時間短縮やﾌﾚｯｸ
ｽﾀｲﾑ制等の変形労働
時間体制を市内の事
業所等に周知する。

リーフレットの配布を

行い，情報提供を行っ

た。

0
実施し

た

リーフレットの配布を行

い，情報提供を行った。

商工観光

課

４７　テレ
ワーク，Ｓ
ＯＨＯなど
の多様な働
き方につい
ての情報提
供

71 47-1

多様な就労

形態への情

報提供

国・県の施策と連
携しながら,高齢
者や障害者，女性
等の在宅就業の育
成を促進する。

リーフレットの配布に
より，テレワーク・SOH
O等の多様な就労形態へ
の情報の提供に努め
た。

0
実施し

た

リーフレットの配布によ

り，テレワーク・SOHO等

の多様な就労形態への情

報の提供に努めた。

商工観光

課

１　多様

な働き方

が選べる

就業環境

の整備

４８　パー
トタイム労
働，派遣労
働に関する
法律の周知
徹底

72 48-1
ﾊ゚ ﾄーﾀｲﾑ労働

法等の周知

ﾊ゚ ﾄーﾀｲﾑ労働者に

関する法律や制度

などの情報を提供

する。

ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘーﾌﾚｯﾄなどの

配布により，情報提供

を行った。

0
実施し

た

ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘーﾌﾚｯﾄなどの配

布により，情報提供を行

った。

商工観光

課

４９　育児
・介護休業
制度の普及
に向けた啓
発の充実

73 49-1

育児・介護

休業制度の

促進

育児休業・介護休

業取得についての

意識啓発を図る。

ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘーﾌﾚｯﾄの配布

により，情報提供を行

った。

0
実施し

た

ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘーﾌﾚｯﾄの配布に

より，情報提供を行っ

た。

商工観光

課

５０　再雇
用制度の普
及に向けた
啓発の充実

74 50-1
再雇用制度

の周知

再雇用制度に関する
法律や制度などの情
報を提供する。

再雇用制度のﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘーﾌ
ﾚｯﾄなどの配布により，情
報提供に努めた。

0
実施し

た

再雇用制度のﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ・ﾘー
ﾌﾚｯﾄなどの配布により，
情報提供に努めた。

商工観光

課

５１　再就
職支援のた
めの情報提
供，相談や
紹介体制の
充実

75 51-1

子育てママ

再就職支援

事業（県事

業）

育児等のために離職
した女性の再就職の
ための職業訓練機会
及び助成金等を紹介
する。

ﾘーﾌﾚｯﾄの配布を行うな

ど情報提供に努めた。
0
実施し

た

ﾘーﾌﾚｯﾄの配布を行い，市H

Pへリンクを貼り情報提供

に努めた。

商工観光

課

２　職場

における

両立支援

の普及

５２　育児
・介護休業
に対応する
代替人材の
確保促進

76 52-1
求人情報の

提供

ﾊﾛーﾜーｸと連携し，求人
情報（期間限定就労含
む）を求人ＰＣ及びﾊ゚
ﾝﾌﾚｯﾄにより提供す
る。

本庁・支所・保健福祉会館に
求人情報閲覧用のＰＣを設置
をした。また，就労関係ﾊ゚ﾝﾌﾚ
ｯﾄや求人情報を配布した。

189
実施し

た

本庁・支所それぞれの求
人コーナーを整備し，求
人情報，就労関係ﾊ゚ﾝﾌﾚｯﾄ
などを配布した。

商工観光

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

77 53-1
乳児等保育

事業の充実

公私立保育所で乳
幼児を保育し，子
育てへの支援体制
の充実を図る。

公立・民間保育所にお

いて乳児等の保育を実

施した。

地域により
乳児保育希
望に差があ
る。

8,670
実施し

た

公立・民間保育所におい

て乳児等の保育を実施し

た

こども課

５３　多
様な支援
ニーズに
対応した
保育サー
ビスの充
実

78 53-2

障がい児保

育事業の充

実

公私立保育所で障

害のある児童の支

援体制の充実を図

る。

公立・民間保育所にお

いて障害のある児童の

保育を実施した。

幼児の場合は、
障がいの有無、
程度について判
断が難しいた
め、医師の診断
などについて保
護者の理解を得
ることが必要と
なる。

8,596
実施し

た

公立・民間保育所におい

て障害のある児童の保育

を実施した。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

79 53-3
延長保育事

業の充実

保育ニーズに対応

した保育時間の延

長の充実を図る。

公立・民間保育所において
保育の提供を受ける時間以
外の時間に保育を希望する
延長保育を実施した。

74,666
実施し

た

児童の延長保育を実施す
ることにより，保護者の
就労・子育て支援に努め
た。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

80 53-4
休日保育の

拡充

勤務形態の多様化
による共働き世帯
への支援を拡充す
る。

市内の保育所に入所してい
る児童が、休所日に保育を
受ける必要がある場合、休
日保育を実施した。

1,425
実施し

た

休日保育事業に取り組む
ことにより，多様化する
就労形態に応じた就労・
子育て支援が図れた。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

81 53-5

一時保育促

進事業の充

実

冠婚葬祭・保護者
の傷病など，緊急
の場合に児童等を
一時保育する。

冠婚葬祭・保護者の傷
病など緊急の場合に児
童等の一時保育を実施
した。

14,545
実施し

た

一時保育事業に取り組む
ことにより，保護者の就
労・子育て支援を図っ
た。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

82 53-6

病児・病後

児保育事業

の拡充

病後回復等の児童

の保育を拡充す

る。

病児・病後回復期等の
状況にあり，集団生活
になじまない児童の保
育を実施した。

19,049
実施し

た

保護者の子育て支援の充
実を図るため，病児・病
後児保育事業を実施し
た。

こども課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

83 53-7
預かり保育

事業

子ども達の安全と

心身の健やかな成

長を願い，預かり

保育を促進する。

教育課程終了後から午後5時ま
での時間内で児童福祉法に基
づく保育活動を実施。実施施
設６園　　利用人員：定期預
かり（延べ）102人　　一時預
かり（延べ）2,736人

4,483
実施し

た

教育課程終了後から午後5時ま
での時間内で，児童福祉法に基
づく保育活動を実施。　
実施施設6園
利用人員
定期預かり(延べ)104人
一時預かり(延べ)2,473人

学務課

１　保育

サービス

や子ども

の遊び場

の充実

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

84 53-8
３歳児保育

事業

女性の社会進出など
に対応するため，多
様な保育サービスの
充実を図る。

３歳児保育は、幼稚園６園
（　８　クラス）全てで実
施。各幼稚園に保育補助教諭
を配置し、充実した保育活動
の推進に努めた。

園児数の減
により、ク
ラス数が減
った。

11,317
実施し

た

3歳児保育は，幼稚園6園（10ク
ラス）全てで実施。各幼稚園に
保育補助教諭を配置し，充実し
た保育活動の推進に努めた。

学務課

- 15 -



基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

85 53-9
幼児の相談

教室事業

障害を早期に発見

し，早期に相談に

のり，保護者等の

不安軽減を図る。

神栖地域2教室，波崎地域1教
室，計11名の幼児教育相談員
により，未就学児とその保護
者等を対象に，発達遅滞や吃
音等に関する相談を実施。相
談件数458件。

相談件数が増加
しているため，
現在の相談員数
での対応が難し
くなっている。

31,602
実施し

た

神栖１ヶ所（2教室）・波崎１
ヶ所，幼児教育相談員計10名。
未就学児とその保護者等を対象
に，発達遅滞や吃音等に関する
相談を実施。
相談件数387件。

教育指導

課

５３　多様
な支援ニー
ズに対応し
た保育サー
ビスの充実

86 53-10

第3子以降就

学前保育料

無料事業

3人以上の子どもを
持つ世帯における第
３子以降の保育所に
入所する児童の保育
料を軽減する。

3人以上の子どもを持つ世
帯における第3子以降の保
育所に入所する児童の保育
料を軽減する。

70,479
実施し

た

少子化対策の一環として保護者
の経済的軽減を図るため，３人
以上子どものいる家庭への助成
事業として，第３子以降の保育
所に入所する児童の保育料を軽
減した。

こども課

５４　保

育施設の

整備，充

実
87 54-1

施設整備費

助成事業

多様化する保育ニ

ーズへの対応や待

機児童解消のた

め，許可保育所の

施設整備を図る。

白十字保育園改築工
事、神栖あおぞら園増
設工事、済生会病院　
病児・病後児室増設工
事(県補助事業、市負担
1/12)

白十字保育園
については年
度内に完成せ
ず繰越となっ
た。(137,911
千円繰越)

45,843
実施し

た

１私立保育所の整備事業者に対
して助成を行う予定だったが，
震災復興工事等の影響による作
業員及び建築材料の不足を理由
に工事が遅延したため，H26年
度助成予定。（対象保育施設：
土合舎利保育園110名　分園29
名）

こども課

５４　保

育施設の

整備，充

実
88 54-2

幼稚園施設

整備事業

幼稚園施設の保育

環境の向上を図

る。

幼稚園施設の修繕，保守点
検等の維持管理を行い，園
児の教育環境整備と安全性
の確保に努めた。また，2
幼稚園の園舎耐震補強設計
及び，3幼稚園の園舎耐震
診断を実施した。

経年劣化による
施設の整備要望
が多くなる一
方，予算確保が
厳しくなり，適
正な維持管理を
行うことが困難
である。

36,543
実施し

た

幼稚園施設の修繕，保守点検等
の維持管理を行い，園児の教育
環境整備と安全性の確保に努め
た。また，２幼稚園の園舎耐震
診断を実施し，更に廃園となっ
た２幼稚園園舎の解体撤去を行
った。

教育総務

課

５５　学

童保育の

充実

89 55-1

放課後児童

健全育成事

業

就労等により昼間

保護者のいない家

庭の低学年児童に

対し，児童厚生施

設等を利用して適

切な遊び及び生活

の場を与え，心身

の健全育成を図

る。

児童館及び公共施設等

を利用し、遊びを主に

児童の健全育成に努め

た。利用者の増加、対

象児童の拡大（１年生

～６年生）に伴い、放

課後児童クラブの増設

に努めた。

年々利用者が多
くなり、定員を
上回っているク
ラブがある。H2
7年度の利用者
数も増加する見
込みであること
から、放課後児
童クラブの入会
基準の設定、今
後の児童クラブ
の増設をするの
かどうかが検討
課題となる。

113,314
実施し

た

児童館及び公共施設等を

利用し、遊びを主に児童

の健全育成に努めた。

こども課

１　保育

サービス

や子ども

の遊び場

の充実

５６　子ど
もの発達段
階に応じた
クラブ・教
室等の実施

90 56-1

幼児と保護

者，小学生

のクラブと

教室

幼児と保護者，小

学生を対象にした

クラブと教室を開

催する。

幼児と保護者に年齢にあっ
た，リズム遊び・工作・本・
紙芝居の読み聞かせなど，小
学生には季節にあった行事や
工作等，身体を使った活動の
クラブや教室を実施した。

内容により申込
みの偏りがある
ため，保護者の
ニーズを把握
し，クラブを計
画する必要があ
る。

209,442
実施し

た

幼児と保護者に年齢にあった，
リズム遊び・工作・本・紙芝居
の読み聞かせなど，小学生には
季節にあった行事や工作等，身
体を使った活動のクラブや教室
を実施した。

こども課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

５６　子ど
もの発達段
階に応じた
クラブ・教
室等の実施

91 56-2
子ども講座

の開催

児童・生徒の多様な学
習意欲に応えるための
講座を開設し，学習機
会の場を提供する。

中央公民館：子ども講
座6講座，親子講座7講
座，はさき生涯学習セ
ンター：親子講座7講座

995
実施し

た

中央公民館では子ども講座6
講座，親子講座3講座，はさ
き生涯学習センターでは親
子講座3講座を実施した。

中央公民

館

５６　子ど
もの発達段
階に応じた
クラブ・教
室等の実施

92 56-3

地域子ども

教室推進事

業

地域で人間性豊かな児
童等の育成を図るた
め，多種多様な体験・
交流活動等の機会を提
供し，子どもの居場所
づくりを充実させる。

地域住民、近隣高校生の協
力を得て週末に子ども達に
様々な体験活動を実施し
た。実施校は土合小・植松
小・柳川小。

学校数が少

ない。地域

の協力者が

いない。

485
実施し

た

地域住民、近隣高校生の協
力を得て週末に子ども達に
様々な体験活動を実施し
た。実施校は土合小・深芝
小・植松小・柳川小。

文化スポ

ーツ課

５７　子ど
もの遊び場
や交流の場
の確保

93 57-1
地域子育て

支援事業

子ども達の交流や

体験活動を実施

し，地域の教育力

の向上を図る。

親子餅つき大会，バザーフェ
スティバル，サツマイモの収
穫，いも苗植え，運動会参
加，ソフトボール大会，美水
連清掃事業，スポーツ大会
等。

60
実施し

た

親子餅つき大会，バザーフェス
ティバル，サツマイモの収穫，
いも苗植え，運動会参加，ソフ
トボール大会，美水連清掃事
業，スポーツ大会等。

文化スポ

ーツ課

５７　子
どもの遊
び場や交
流の場の
確保

94 57-2
学校施設等

の有効活用

多様化する保育ﾆー

ｽ゙へ対応するた

め，学校施設等の

有効活用を図る。

一部小学校等の多目的

室を放課後児童クラブ

として活用し，学童保

育の充実に努めた。

学童保育人数も
年々増加し，対
応可能な教室も
少ない状況であ
り，学校と分離
した施設の整備
が急務である。

0
実施し

た

一部小学校等の多目的室

を放課後児童クラブとし

て活用し，学童保育の充

実に努めた。

教育総務

課

１　保育

サービス

や子ども

の遊び場

の充実

５７　子ど
もの遊び場
や交流の場
の確保

95 57-3
公園整備事

業

子どもの遊び場や
市民の交流の場と
して公園の整備を
進める。

都市公園の良好な維持管理を
行うとともに，地域の小学生
の意見を反映させた，利用者
ニーズに即した遊具を設置し
た。

24,484
実施し

た

神栖地域・波崎地域の都市公園
の維持管理を行うとともに，各
地域の利用者ニーズに即した遊
具を設置した。

施設管理

課

２　子育

て支援体

制の整備

５８　母

子保健訪

問指導等

の充実

96 58-1

母子保健訪

問指導等の

充実

妊婦やその家族の

方を対象に保健知

識や育児方法等の

普及，訪問指導・

相談の充実を図

る。

乳幼児健診等からのケース
把握と関係機関からの連絡
により，要フォロー者等の
訪問指導を実施した。
・妊婦：実1人 延2人
・産婦：実868人 延869人
・新生児：実9人
・低出生体重児：実78人 
延83人
・乳児：実837人 延843人
・幼児：実55人 延81人
また、妊娠届出時に支援が
必要な妊婦に対し面接を行
った。

妊娠中からの支
援が必要な場
合、精神的な疾
患を抱えている
妊婦が多い。そ
のため他機関と
の連携を深め適
切な支援を行う
必要がある。ま
た、今後妊娠時
から子育て期ま
での包括的な支
援へと支援体制
が変わっていく
ため、保健師等
の職員の確保が
課題。

0
実施し

た

乳幼児健診等からのケース
把握と関係機関からの連絡
により，要フォロー者等の
訪問指導を実施した。
・妊婦：実9人 延11人
・産婦：実899人 延916人
・新生児：実7人
・低出生体重児：実74人 延
80人
・乳児：実757人 延774人・
幼児：実66人 延86人
また、妊娠届出時に支援が
必要な妊婦に対し面接を行
った。

健康増進

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

５９　乳

幼児健康

診査，訪

問指導，

相談等の

実施

97 59-1

乳幼児健康

診査，訪問

指導，相談

等の充実

乳幼児健康診査，

育児相談事業によ

り，疾病の早期発

見に努めるととも

に，訪問指導・相

談の充実を図る。

保健センターで行っている4か
月児・1歳6か月児・3歳児健
診，医療機関に委託して行っ
ている6～7か月児健診・9～11
か月児健診を対象とする。ま
た、乳幼児健診後、継続支援
が必要な方については、訪問
等でその後の発育・発達の確
認を行った。

発達の遅れがあ
る児の母親の多
くは育てにくさ
を感じ、育児困
難感を抱いてい
る。母親の継続
的支援が必要。

18,137
実施し

た

保健センターで行っている4か
月児・1歳6か月児・3歳児健
診，医療機関に委託して行って
いる6～7か月児健診・9～11か
月児健診を対象とする。また、
乳幼児健診後、継続支援が必要
な方については、訪問等でその
後の発育・発達の確認を行っ
た。

健康増進

課

６０　フ
ァミリー
サポート
センター
の設置促
進

98 60-1

ファミリー

サポートセ

ンター事業

育児の援助を受けたい
者（利用会員）及び育
児の援助をしたい者
（協力会員）が組織化
し，会員相互の援助活
動を行い地域の子育て
支援を図る。

育児の援助を受けたい者（利
用会員）と育児の援助を行い
たい者（協力会員）が組織化
し，会員相互の援助活動を行
い地域の子育て支援を図るた
め，ファミリーサポートセン
ター事業を実施した。

疾病や障がいを
持つ利用会員に
対応できる協力
会員が限られて
おり、特定の協
力会員の負担が
大きくなってい
る。

3,681
実施し

た

育児の援助を受けたい者（利用
会員）と育児の援助を行いたい
者（協力会員）が組織化し，会
員相互の援助活動を行い地域の
子育て支援を図るため，ファミ
リーサポートセンター事業を実
施した。今年度は、会則の見直
しをした。

こども課

６１　子
育てに関
する相談
支援体制
の整備，
充実

99 61-1
子育て相談

事業

子どもの健やかな成長
のためのあらゆる相談
に応じる家庭児童相談
室および専門の心理カ
ウンセラーが個別相談
に応じる子育てカウン
セラーを実施し、子育
てを支援する。

家庭児童相談員３名が子ども
の健やかな成長のためのあら
ゆる相談に応じ、自宅訪問指
導や関係する各機関と連携を
図りながら対応にあたりまし
た。また心理カウンセラーが
個別相談に応じ、子育てを支
援した。

5,411
実施し

た

家庭児童相談員３名が子どもの
健やかな成長のためのあらゆる
相談に応じ、自宅訪問指導や関
係する各機関と連携を図りなが
ら対応にあたりました。また心
理カウンセラーが個別相談に応
じ、子育てを支援した。

こども課

６１　子

育てに関

する相談

支援体制

の整備，

充実

100 61-2

育児相談・

母乳相談の

充実

乳幼児の育児への

不安や悩み相談及

び母乳全般に関す

る相談等の充実を

図る。

保健師・助産師・栄養
士が育児に対する不安
・母乳に関する相談を
受け，児の発達・発育
を確認する。
年間12回開催
326名参加

育児相談・計測
の申込み件数が
増えている。児
童館等でも計測
や育児相談を行
なっているの
で，利用しても
らうよう検討す
る。

310
実施し

た

保健師・助産師・栄養士
が育児に対する不安・母
乳に関する相談を受け，
児の発達・発育を確認す
る。
年間12回開催
269名参加

健康増進

課

６１　子
育てに関
する相談
支援体制
の整備，
充実

101 61-3

教育に関す

る悩みの相

談

発達障害に係る児

童生徒の相談にの

り，保護者の不安

軽減を図る。

各小中学校の児童生徒等に関
する悩みに対して，保護者等
から相談を受け，相談内容に
関係する機関を紹介・仲介し
ている。また，特別支援教育
連携協議会での各機関との情
報交換を通し，円滑な支援体
制を図った。

0
実施し

た

各小中学校の児童生徒等に関す
る悩みに対して，保護者等から
相談を受け，相談内容に関係す
る機関を紹介・仲介している。
また，特別支援教育連携会議で
の各機関との情報交換を通し，
円滑な指導体制を確認した。

教育指導

課

２　子育

て支援体

制の整備

６２　子育
てに関する
学習機会の
提供，充実

102 62-1
子育て便利

帳発行事業

子どもが健やかに生
まれ育つ環境づくり
を推進するため，子
育て便利帳を作成・
発行し，配布する。

子育てガイドブックを発行し
た。（5,000部）主な配布方法
は、窓口で転入してきた方へ
手続き時に渡す、家庭相談員
が家庭訪問するときに手渡す
などした。

733
実施し

た

子育てガイドブックを発行し
た。（5,000部）主な配布方法
は、窓口で転入してきた方へ手
続き時に渡す、保健師が検診等
で家庭訪問するときに手渡すな
どした。

こども課

- 18 -



基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

６２　子

育てに関

する学習

機会の提

供，充実

103 62-2
育児講演会

の開催

乳幼児をもつ保護

者に対しての育成

支援の講演会を開

催する。

講演会を1回実施し，参加
者は81人（託児も行なっ
た）。児童館等で育児講話
を9回実施し，参加者は266
人。幼稚園等で歯科講話
（はみがき指導）を8回実
施し，参加者381人。

育児講和（歯科
講話含む）の要
望件数が増加し
ており，これ以
上の要望に対応
するのが難しい
状態にある。人
材の確保が課
題。

140
実施し

た

児童館・保育園で育児講

話を行った。9回実施し，

参加者は313人であった。

健康増進

課

６２　子

育てに関

する学習

機会の提

供，充実

104 62-3

ふれあい子

育て講座の

開催

親子のふれあい方

や子どもの気持ち

を理解するための

講座を開催する。

「親業入門講座」を開催し，
子育てについてグループディ
スカッション等を実施して，
親子のふれあい方の習得を支
援した。
・実施回数：1回(2時間×3回
コース)
・参加者：45名

参加者がな

かなか集ま

らない。

107
実施し

た

「親業入門講座」を開催し，子
育てについてグループディスカ
ッション等を実施して，親子の
ふれあい方の習得を支援した。
・実施回数：1回(2日コース)
・参加者：39名

文化スポ

ーツ課

６３　地
域で子育
てを支援
する人材
の確保や
活動の促
進

105 63-1

子育てサポ

ーター養成

基礎研修の

開催

地域における育児

援助活動に従事す

る人材を養成す

る。

子育てサポート養成基礎研修
会を開催した。
研修・講習会
1回（2日間）
受講生　23名
また、フォローアップ研修と
して自分作りのカラーコーデ
ィネート講演を行った。
受講生１７名

0
実施し

た

子育てサポート養成基礎研
修会を開催した。
研修・講習会
1回（2日間）
受講生　22名
また、フォローアップ研修
として心理カウンセラーの
講演を行った。

こども課

６４　相

互の交流

を促す活

動の支援
106 64-1

子育て広場

事業

乳幼児の親子が集
い，相談や交流が
できる場を設置
し，親の育児不安
の解消と子どもの
健やかな成長を図
る。

育児相談や親子の交流の場と
して、平泉児童センター、う
ずも児童館、若松児童館、女
性・子どもセンター、に子育
て広場を開設。誰でも気軽に
集まって情報交換、育児相談
などを行うほか歌をうたった
り、絵本、紙芝居なども楽し
む。

11,603
実施し

た

育児相談や親子の交流の場とし
て、平泉児童センター、うずも
児童館、若松児童館、女性・子
どもセンター、に子育て広場を
開設。誰でも気軽に集まって情
報交換、育児相談などを行うほ
か歌をうたったり、絵本、紙芝
居なども楽しむ。

こども課

２　子育

て支援体

制の整備

６４　相

互の交流

を促す活

動の支援

107 64-2
子ども会育

成事業

子ども会の健全な

育成・発展を図

る。

単位子ども会の健全育成・
発展を図るため，指導者の
育成や子ども会相互の連携
・交流事業を実施した。　
・指導者研修会，説明会の
実施
・子ども会対抗中央球技大
会
・スポーツレクリエーショ
ン祭への参加
・子ども会対抗ウォークラ
リー大会の実施

予定通り実

施

アンケート等の
結果により，事
業改善を行って
いるが，生活ス
タイルや保護者
の考え方の変化
により，子ども
会に加入する児
童が年々減少し
ている。特に新
興住宅地での減
少が著しいた
め，育成者の意
識変革が必要。

3,770
実施し

た

単位子ども会の健全育成・
発展を図るため，指導者の
育成や子ども会相互の連携
・交流事業を実施した。
・指導者研修会，説明会の
実施
・子ども会対抗中央球技大
会
・スポーツレクリエーショ
ン祭への参加
・子ども会対抗ウォークラ
リー大会の実施

文化スポ

ーツ課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

６５　中
学生以下
の医療費
の助成

108 65-1

中学生以下

の医療費助

成事業

中学生以下の児童の健
康を保持し，健康増進
を図るために医療費の
一部を助成する。

県事業のマル福，市独自の神
福制度により，中学生以下に
対し医療費を助成した。・支
給件数
154,125件

242,970
実施し

た

県事業のマル福，市独自の神福
制度により，中学生以下に対し
医療費を助成した。・支給件数
160,598件

国保年金

課

６６　チ
ャイルド
シート購
入費の補
助

109 66-1

チャイルド

シート助成

事業

幼児・子ども等の

交通安全対策事業

として，ﾁｬｲﾙﾄ゙ｼー

ﾄの普及を図る。

国土交通省の定める安全基準
に適合したチャイルドシート
を購入した親権者に対し，１
万円を限度に購入金額の１／
２を補助した。
補助金額3801千円
補助件数　468件

3,801
実施し

た

国土交通省の定める安全基準に
適合したチャイルドシートを購
入した親権者に対し，１万円を
限度に購入金額の１／２を補助
した。
補助金額3085千円
補助件数　387件

防災安全

課

６７　地

域児童虐

待対策事

業の推進

110 67-1

要保護児童

対策地域協

議会の開催

虐待を受けている子ど
も等要保護児童を早期
発見・早期対応するた
め，関係機関と連携を
図る。児童虐待の防止
等適切な指導及び支援
を行う。

個別ケース会議　5回、実
務者会議　4回、代表者会
議　1回、養育支援訪問事
業ケース会議　4回開催。
そのほか「児童虐待防止」
講演会を開催した

118
実施し

た

個別ケース会議　14回、実
務者会議　4回、代表者会議
　1回、養育支援訪問事業ケ
ース会議　4回開催。そのほ
か「児童虐待防止」講演会
を開催した。

こども課

６７　地

域児童虐

待対策事

業の推進
111 67-2

こんにちは

赤ちゃん事

業

出産後の産婦に対

して，育児不安の

解消と乳児虐待の

早期発見，早期防

止を図る。

生後2か月児のいる家庭を訪
問，育児に関する情報提供，
保健指導を行い，育児不安の
軽減に努めた。
対象人数：910人
訪問実績：887人
訪問はしていないが面接を含
めると，対象人数すべて対応
することができた。

訪問者の質

の向上のた

め、定期的

に研修を実

施する必要

がある。

2,855
実施し

た

生後2か月児のいる家庭を訪
問，育児に関する情報提供，保
健指導を行い，育児不安の軽減
に努めた。
対象人数：818人
訪問実績：785人
訪問はしていないが面接を含め
ると，対象人数すべて対応する
ことができた。

健康増進

課

２　子育

て支援体

制の整備

６８　子

どもの被

害防止の

推進

112 68-1

子ども１１

０番の家の

充実

登下校における児童生
徒の緊急避難場所，ま
たは犯罪の抑止効果等
を期待して「子ども１
１０番の家」を設置す
る。

古くなった看板（10枚）を新
しく設置し直した。また，学
校区の「子ども110番の家」を
把握し，各PTA・学校で感謝を
あらわすため，手紙等をもち
訪問している。

32
実施し

た

学校区の「子ども110番の
家」を把握し，各PTA・学校
で感謝をあらわすため，手
紙等をもち訪問している。

教育指導

課

６９　 ひ

とり親家

庭への経

済的な支

援

113 69-1
児童扶養手

当支給事業

児童を養育している母
子家庭等又は両親のい
ない家庭に手当てを支
給し，家庭における生
活安定に寄与するとと
もに，児童の健全育成
及び資質の向上を図
る。

父母などの離婚等により，
父又は母と生計を同じくし
ていない児童を監護養育し
ている家庭の生活の安定と
自立の促進を目的として実
施。
延月受給者数　17,858人

479,700
実施し

た

父母などの離婚により，父
又は母と生計を同じくして
いない児童を監護養育して
いる家庭の生活の安定と自
立の促進を目的として実
施。
延月受給者数　18,479人

こども課

３　ひと

り親家庭

の自立支

援の充実

６９　 ひ
とり親家庭
への経済的
な支援

114 69-2

ひとり親家

庭への医療

費支給事業

ひとり親家庭の保健の
向上と福祉増進を図る
ため，児童が18歳（障
害者20歳）になるまで
医療費の一部を助成す
る。

県事業のマル福，市独自の神
福制度により，ひとり親家庭
への経済的安定支援として医
療費を助成した。・給付状況
21,509件

59,229
実施し

た

県事業のマル福，市独自の
神福制度により，ひとり親
家庭への経済的安定支援と
して医療費を助成した。
・給付状況　22,894件

国保年金

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

７０  民生
委員児童委
員，母子自
立支援員な
どによる相
談支援体制
の整備，充
実

115 70-1

母子自立支

援事業の充

実

母子家庭等への子育て
・生活・経済的支援な
どの情報提供，相談指
導，求職指導に関し，
関係機関と連携を取り
ながら母子家庭等の自
立を促進する。

ひとり親家庭等の訪問調査
指導（身上相談，求人活動
に関する情報提供など）を
通じ，ひとり親家庭等を支
援した。
母子・父子自立支援員　１
名

1,321
実施し

た

母子家庭等の訪問調査指
導（身上相談，求人活動
に関する情報提供など）
を通じ，母子家庭等を支
援した。
自立支援員　１名

こども課

７０  民生
委員児童委
員，母子自
立支援員な
どによる相
談支援体制
の整備，充
実

116 70-2

民生委員児

童委員によ

る相談支援

体制の充実

地域住民から社会

福祉に関わる相談

に応じ，様々な支

援をする。

地域住民からの福祉に
関わる問い合わせ、相
談があったときに、担
当民生委員につなげ
て、各関係機関との調
整を行った。

0
実施し

た

地域住民からの問い合わ

せ、相談があったとき

に、担当民生委員につな

げて、各関係機関との調

整を行った。

社会福祉

課

７１　神栖
市母子福祉
会の育成，
支援

117 71-1
神栖市母子
寡婦福祉会
補助事業

母子及び寡婦家庭の会
員相互の扶助，親睦，
情報交換等の活動推進
を図る。

母子寡婦福祉会へ補助
金を交付し事業実施を
支援した。

222
実施し

た

母子寡婦福祉会へ補助金
を交付し事業実施を支援
した。

こども課

７２　親

子がふれ

あう機会

の充実

118 72-1
子育て支援

事業

保育施設の空きスペー
スや園庭を保育所に入
所していない親子に開
放することにより，親
子の交流及び子育て中
の親同士の交流を図
る。

子育て支援を実施する

ため，保育施設等を開

放し事業を実施した。

実施保育所10箇所

61,888
実施し

た

子育て支援を実施するた

め，保育施設等を開放し

事業を実施した。実施保

育所10箇所

こども課

３　ひと

り親家庭

の自立支

援の充実

７２　親
子がふれ
あう機会
の充実

119 72-2
母と子のつ

どい事業

母子家庭の母子，両親
のいない児童とその保
護者の心身の健康を保
持し，家庭のふれあい
の増進を図る。

母子寡婦福祉会との共催で
親子のふれあい事業として
日帰りレクレーションのい
ちご狩りを実施した。

0
実施し

た

母子寡婦福祉会との共催で
親子のふれあい事業として
日帰りレクレーションのい
ちご狩りを実施した。

こども課

４　妊産

婦の健康

支援

７３　母

子健康手

帳の交

付，活用

促進 120 73-1
母子健康手

帳交付事業

妊産婦及び乳児の

一貫した健康管理

に役立てるため，

母子健康手帳を交

付する。

931人に母子健康手帳を
交付。交付の際には、
活用方法の説明と、保
健・医療・子育て支援
事業の資料を配布。交
付時に若年妊婦、ハイ
リスク妊婦を把握しそ
の後のフォローを行っ
た。

手帳交付窓口
が、市内に3か
所あるため交付
時からすべての
妊婦に保健師が
かかわることが
できない。妊娠
届出書の質問欄
等からハイリス
ク妊婦を把握
し、早期に関わ
りを持つ必要が
ある。

182
実施し

た

895人に母子健康手帳を交

付。交付の際には、活用

方法の説明と、保健・医

療・子育て支援事業の資

料を配布。交付時に若年

妊婦、ハイリスク妊婦を

把握しその後のフォロー

を行った。

健康増進

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　１　子どもを安心して産み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

７４　妊産
婦を対象と
した健康診
査，訪問指
導，相談等
の実施

121 74-1

妊産婦一般

健康診査・

指導事業

妊婦健診受診者の費
用負担軽減，異常早
期発見を図るため，
妊婦の健康診査や訪
問指導の充実を図
る。

999人に妊婦健康診査受診
票を交付。妊娠中の健康管
理に役立てた。また、病院
から情報提供のあった妊婦
については、保健師が訪問
指導を実施した。

フォローが必要
な妊婦について
の病院からの情
報提供が少な
い。今後は、医
療機関との連携
が課題となる。

77,768
実施し

た

895人に妊婦健康診査受診票
を交付。妊娠中の健康管理
に役立てた。また、病院か
ら情報提供のあった妊婦に
ついては、保健師が訪問指
導を実施した。

健康増進

課

７５　妊

産婦医療

費助成の

充実

122 75-1

妊産婦への

医療費助成

事業

子どもを生み育てよう
とする若い世代への支
援や少子化対策の一助
にするため，妊産婦に
医療費の一部を助成す
る。

県事業のマル福，市独自の神
福制度により，妊産婦に対し
安全な出産のために医療費を
助成した。・給付状況
7,491件

44,460
実施し

た

県事業のマル福，市独自の
神福制度により，妊産婦に
対し安全な出産のために医
療費を助成した。
・給付状況　6,865件

国保年金

課

４　妊産

婦の健康

支援

７６　妊産
婦を対象と
した健康教
育の充実

123 76-1

マタニティ

セミナーの

開催

妊婦期間中の妊婦

と胎児が安全で快

適な生活を送れる

よう支援する。

妊娠中を健康に過ごすため
の知識の普及と仲間づくり
のための講座を実施。年4
講座(全3回で1講座)開催，
187人参加。

参加者増加のた
めに、事業をＰ
Ｒする。病院が
行うセミナーと
の差別化が必
要。

183
実施し

た

妊娠中を健康に過ごすため
の知識の普及と仲間づくり
のための講座を実施。年間4
回(3日で1クール)開催。
計171名参加

健康増進

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　２　地域社会活動に参画する環境づくり　　

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

７７　地域
社会活動へ
の参加を促
す意識啓発

124 77-1
地域活動へ

の参加促進

防犯活動，環境美化活
動など，地域活動に男
女が積極的に参加を促
す意識啓発に努める。

地域活動等への参加意識を促
すため，地区活動を取材し広
報紙やホームページ等で紹介
した。

0
実施し

た

地域活動等への参加意識を促す
ため，地区活動を取材し広報誌
やホームページ等で紹介した。

市民協働

課

７８　地

域社会活

動に関す

る情報提

供・相談

窓口の充

実

125 78-1
市民活動啓

発事業

市民と行政との協

働によるまちづく

りを推進するた

め，市民活動団体

やﾎ゙ﾗﾝﾃｨｱ団体に

対し情報提供に努

める。

県及び市の市民活動に関する
情報や登録団体からのお知ら
せ等を収集し，市民活動支援
センターやホームページ「ね
っとかみす」で提供し，市民
活動団体やボランティア団体
に対し情報提供に努めた。ま
た,市内15施設に市民活動情報
掲示板を設置し,市民に市民活
動団体やボランティア団体の
情報提供を行った。

314
実施し

た

県及び市の市民活動に関す
る情報や登録団体からのお
知らせ等を収集し，市民活
動支援センターやホームペ
ージ「ねっとかみす」で提
供し，市民活動団体やボラ
ンティア団体に対し情報提
供に努めた。

市民協働

課

７９　地域
社会活動を
支える人材
の育成，活
動の支援

126 79-1

更生保護女

性会の活動

支援

女性の立場から地域社
会の犯罪，非行の未然
防止の啓発活動，青少
年の健全育成などのﾎ゙
ﾗﾝﾃｨｱ活動に協力す
る。

社会を明るくする運動

の街頭キャンペーンを

支援した。

0
実施し

た

社会を明るくする運動等

の更生保護活動を支援し

た。

社会福祉

課

８０　地域
社会活動の
ための施設
の整備

127 80-1

地区集会所

の整備支援

事業

地域住民の交流や活動
の拠点となる地区集会
所の建設，補修等が社
会公益上必要があると
きは支援する。

①建設０地区②補修２

９地区

　12,678,000円

12,678
実施し

た

①建設１地区
　6,300,000円
②補修１７地区
　7,884,000円

市民協働

課

１　地域

社会活動

を促す環

境づくり

８０　地域
社会活動の
ための施設
の整備

128 80-2

国際交流協

会等の活動

拠点の整備

民間による国際交流活
動を推進するため，交
流の場の整備と併せ
て，拠点整備を検討す
る。

内容や参加者の住所等に応じ
て，市民活動支援センターや
コミュニティセンターなど，
様々な公共施設が利用されて
いる。

地理的な要因か
ら，様々な公共
施設を利用して
おり、拠点整備
が困難である。

0
検討し

た

市国際交流協会の活動では，内
容や参加者の住所等に応じて，
市民活動支援センターやコミュ
ニティセンターなど，様々な公
共施設が利用されている。

政策企画

課

８１　市民
ボランティ
ア活動への
参加促進

129 81-1

市民活動情

報支援サイ

トの開設

市民活動団体やﾎ゙ﾗﾝﾃｨ
ｱ，地域ｺﾐｭﾆﾃｨなど様
々な市民活動をサポー
トするための環境を整
備する。

市民活動支援センター専用ホ
ームページ「ねっとかみす」
にて，女性団体を含む市民活
動団体の情報提供に努めた。

0
実施し

た

市民活動支援センター専用ホー
ムページ「ねっとかみす」に
て，女性団体を含む市民活動団
体の情報提供に努めた。

市民協働

課

８１　市民
ボランティ
ア活動への
参加促進

130 81-2

ボランティ

ア活動の参

加促進

社会福祉協議会におい
ては，福祉関係団体等
との連携によるﾎ゙ﾗﾝﾃｨ
ｱ活動への参加促進を
図る。

社会福祉協議会が実施するﾎ゙ﾗ
ﾝﾃｨｱｾﾝﾀー活動事業を支援する
とともに，地域住民へのﾎ゙ﾗﾝﾃ
ｨｱ活動の啓発に努めた。
（講座２回，参加者５０人）

0
実施し

た

社会福祉協議会が実施するﾎ゙ﾗﾝ
ﾃｨｱｾﾝﾀー活動事業を支援すると
ともに，地域住民へのﾎ゙ﾗﾝﾃｨｱ
活動の啓発に努めた。
（講座２回，参加者６０人）

社会福祉

課

２　自主

的な地域

社会活動

への支援

８２　生

涯学習に

関する自

主多岐な

活動の促

進

131 82-1

花とふれあ

いのまちづ

くり推進事

業

人と人との心のふ

れあいの輪を広

げ，潤いのあるま

ちづくりを推進す

る。

春秋の年2回，市民ボランティ
アと協働で市内７カ所の花壇
へ季節の花植えを実施した。
（参加者：春 564人，秋 567
人）
花壇の里親制度を実施し，１
団体に花植えのデザインか
ら，水撒き，除草等の管理ま
でを依頼した。

6,700
実施し

た

春秋の年2回，市民ボランティ
アと協働で市内７カ所の花壇へ
季節の花植えを実施した。
（参加者：春 約530人，秋 約3
70人）
花壇の里親制度を実施し，３団
体に花植えのデザインから，水
撒き，除草等の管理までを依頼
した。

市民協働

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　２　地域社会活動に参画する環境づくり　　

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

８３　環
境保全に
関する自
主的な活
動の促進

132 83-1
生活雑排水

対策事業

身近な河川等の水質浄
化について，市民参加
による研修会をとおし
て，当市の水質環境の
現状などの情報を提供
し，水環境への意識高
揚を図る。

家庭排水浄化推進協議会と
連携し，かみすフェスタ２
０１４及び大型店舗に於い
て，水質浄化の啓発活動を
実施した。

- 0
実施し

た

家庭排水浄化推進協議会と
連携し，舞っちゃげ祭り・
かみすフェスタ２０１３及
び大型店舗に於いて，水質
浄化の啓発活動を実施し
た。

環境課

８３　環

境保全に

関する自

主的な活

動の促進
133 83-2

霞ヶ浦地域

清掃事業

霞ヶ浦・北浦の沿

岸，流域河川・側

溝等の水草，ごみ

等を清掃すること

により霞ヶ浦地域

住民の水質浄化意

識の高揚を図る。

常陸利根川，外浪逆

浦，鰐川流域の12地区

と連携し，沿岸・河川

等のゴミ，も類水生植

物の枯れたものなどの

清掃を行った。参加者

数521人参加団体12地区

活動拠点や駐車
場の確保が難し
く、さらに実施
場所が河川沿い
の細長い範囲に
限定されるた
め、霞ヶ浦流域
全体で広く一般
参加の行事にす
るには問題があ
る。

182
実施し

た

常陸利根川，外浪逆浦，

鰐川流域の12地区と連携

し，沿岸・河川等のゴ

ミ，も類水生植物の枯れ

たものなどの清掃を行っ

た。参加者数624人参加団

体12地区

環境課

８４　青
少年健全
育成に関
する自主
的な活動
の促進

134 84-1

青少年環境

浄化推進事

業

青少年にとって有

害な図書や広告物

を浄化し，青少年

の健全育成を図

る。

定期街頭補導：43回，特別街
頭補導：10回，毎月月初めに
あいさつ声かけ運動を26校で
実施，7～12月に「青少年の健
全育成に協力する店」登録活
動を行い，33軒を新規登録
し，市内延べ493軒に協力をお
願いしている。

予定通り実

施

店舗側の引継
ぎが不十分な
ため，登録店
舗への継続的
な働きかけが
必要。

5,908
実施し

た

「青少年の健全育成に協力
する店」登録活動を行い，4
8軒を新規登録し，市内延べ
473軒に協力をお願いし，有
害図書の陳列方法の規則や
見守り体制の強化を行って
いる。

文化スポ

ーツ課

８５　国

際交流に

関する自

主的な活

動の促進

135 85-1
通訳・翻訳

事業の促進

外国人等が円滑な

社会生活を営める

よう支援するた

め，通訳・翻訳事

業を推進する。

市国際交流協会の平成26年
度通訳・翻訳事業の利用件
数は，26件であった。ま
た，市発行「外国人のため
の防災ガイドブック」及び
「神栖市多言語生活便利
帳」の作成にあたり，翻訳
を担当した。

事業協力登録者
については，対
応の可否につい
ての状況確認
と，補充が必要
な言語について
の新たな募集が
必要となり，常
に調整を要す
る。

0
実施し

た

市国際交流協会の平成25
年度通訳・翻訳事業の利
用件数は，42件であっ
た。（事業協力者として4
0名が登録されており，8
ヶ国語に対応可能であ
る。）

政策企画

課

８６　地域
の治安や交
通安全に関
する自主的
な活動の促
進

136 86-1

治安対策連

絡協議会の

運営

治安対策連絡協議

会を設置し，犯罪

の防止のためのﾈｯ

ﾄﾜーｸ化を図る。

平成26年7月に自警団連絡
協議会会議を開催した。自
警団，警察，市と連携し，
犯罪防止のための情報交換
を行った。

3
実施し

た

平成25年7月に自警団連絡協
議会会議を開催した。自警
団，警察，市と連携し，犯
罪防止のための情報交換を
行った。

防災安全

課

２　自主

的な地域

社会活動

への支援

８６　地域
の治安や交
通安全に関
する自主的
な活動の促
進

137 86-2
自主防犯活

動支援事業

各地区（行政区）に自
警団の設立，育成を支
援するとともに，安全
・安心なまちづくりを
推進する。

自警団の設立，組織の

育成などＰＲ活動に努

めた。自警団には活動

用具の一部を支援。

自警団設立の
相談は何件か
有るが、まだ
設立には至っ
ていない。

14
実施し

た

自警団の設立，組織の育成
などＰＲ活動に努めた。自
警団には活動用具の一部を
支援。防犯パトロール電柱
幕など。

防災安全

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　２　地域社会活動に参画する環境づくり　　

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

８６　地域
の治安や交
通安全に関
する自主的
な活動の促
進

138 86-3

女性団体の

自主活動の

促進

交通安全母の会にお
いて，「交通安全は
家庭から」をｽﾛーｶ゙ﾝ
に母親の立場から交
通安全を推進する。

新入学児の通学路の立硝哨
指導，交通安全運動ルート
キャンペーンの参加，高齢
者への交通安全の啓発運動
などを行った。

0
実施し

た

新入学児の通学路の立硝哨
指導，交通安全運動ルート
キャンペーンの参加，高齢
者への交通安全の啓発運動
などを行った。

防災安全

課

８７　防災
に関する自
主防防災組
織の設置な
ど，自主的
な活動の促
進

139 87-1

地域の防火

・防災活動

への参画促

進

火災や災害時には，女
性を含めた地域対応が
求められていることか
ら，防災，消防活動へ
も男女共同参画の視点
に立って推進する。

地域の防火・防災啓発活動
など、婦人防火クラブの積
極的な参画に努めるととも
に、自主防災組織の設置に
ついて推進する。

419
実施し

た

地域の防火・防災啓発活動
など、婦人防火クラブの積
極的な参画に努めるととも
に、自主防災組織の設置に
ついて推進する。

防災安全

課

２　自主

的な地域

社会活動

への支援

８８　災害
時における
復旧・復興
の場への女
性の参画の
推進

140 88-1

女性消防団

員の募集及

び活動支援

女性消防団員の募集を
行い，火災予防だけで
はなく，災害時におい
て，救護・後方支援活
動が行えるように支援
を行います。

茨城県及び鹿行地区主催に
よる女性消防団員交流事業
に参加。県内の女性消防団
員と活動実績等の情報交換
を行う。

0
実施し

た

茨城県及び鹿行地区主催に
よる女性消防団員交流事業
に参加。県内の女性消防団
員と活動実績等の情報交換
を行う。

防災安全

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　３　介護との両立を支援する環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

８９　高

齢者の生

きがいと

健康づく

りの推進

141 89-1

生涯大学・

生きがい講

座の開催

高齢者の生きがい

づくりの機会を提

供し，高齢者の豊

かな老後生活を支

援する。

生涯大学1講座、生きがい講座
（神栖教室）20講座、生きが
い講座（波崎教室）18講座を
実施。
受講者数
生涯大学　121人
生きがい講座(神栖教室)
　633人
生きがい講座(波崎教室)
　534人

受講者のニーズ
を的確に把握
し、新講座を開
設することや、
より多くの方が
参加できる体制
づくりを行うな
ど、継続して検
討していく。

14,990
実施し

た

生涯大学1講座、生きがい講座
（神栖教室）20講座、生きがい
講座（波崎教室）15講座を実
施。
受講者数
生涯大学　99人
生きがい講座(神栖教室)
　633人
生きがい講座(波崎教室)
　491人

長寿介護

課（高

齢）

８９　高
齢者の生
きがいと
健康づく
りの推進

142 89-2

シニア健康

スポーツま

つりの開催

高齢者がｽﾎ゚ ﾂー･ﾚｸ
ﾘｴーｼｮﾝを気軽に楽
しむ機会を提供
し，高齢者の健康
増進を図る。

行政区内の回覧によりスポー
ツまつりへの関心を図るとと
もに、参加者のとりまとめを
各地区のシニアクラブとし、
シニアクラブ会員の増強を推
進した。
参加者780名。

年々参加者が
減少傾向にあ
るため、開催
場所や方法に
ついて検討が
必要。

1,305
実施し

た

個人競技・団体競技（チーム対
抗及びクラブ対抗）を企画し、
広報誌等（各シニアクラブには
案内を手渡し）で参加者を募集
し、開催した。
参加者726名。

長寿介護

課（高

齢）

９０　高

齢者の社

会参加活

動の促進
143 90-1

シルバー人

材センター

の活動支援

高齢者の生きがい

の助勢，社会参加

及び就労機会の確

保を図る。

シルバー人材センター事業に
かかる助成金を交付した。補
助対象経費＝管理運営費（役
員報酬，職員基本給等その
他）+事業費（ただし会費+事
務経費収入を除く）
会員数536人（男328人、女208
人）

団塊世代の退職
者など，前期高
齢者が増加して
おり、就業機会
の確保やセンタ
ーの事業運営に
対し引き続き補
助を行う必要が
ある。

40,000
実施し

た

シルバー人材センター事業にか
かる助成金を交付した。補助対
象経費＝管理運営費（役員報
酬，職員基本給等その他）+事
業費（ただし会員への配分+教
材費を除く）
会員数544人（男326人、女218
人）

長寿介護

課（高

齢）

９１　高

齢者の生

活支援事

業の推進
144 91-1

軽度生活援

助事業

在宅のひとり暮ら

し高齢者等の日常

生活を援助する。

介護保険の指定訪問介護事業
所に属する訪問介護員が提供
する。
利用者数
社会福祉協議会11人
カシマクオリティー10人
ハーベストシーズン12人
白十字2人
計35人

サービス内容の
周知と、他制度
との関連もある
ため、真に必要
な方に適正なサ
ービスを提供し
ていくことが必
要である。

3,109
実施し

た

介護保険の指定訪問介護事業所
に属する訪問介護員が提供す
る。
利用者数
社会福祉協議会9人
カシマクオリティー6人
ハーベストシーズン9人
白十字4人
計28人

長寿介護

課（高

齢）

１　高齢

者の介護

予防に向

けた取り

組みの推

進

９１　高
齢者の生
活支援事
業の推進

145 91-2

高齢者の医

療費助成事

業

高齢者の医療負担を軽
減することにより，受
療を容易にし健康の保
持と生活の安定を図
る。

市独自の神福制度により，68･
69歳の高齢者に対し医療費を
助成した。・受給状況
21,089件

40,094
実施し

た

市独自の神福制度によ
り，68･69歳の高齢者に対
し医療費を助成した。
・受給状況　23,642件

国保年金

課
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　３　介護との両立を支援する環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

９２　介

護予防事

業の充実

146 92-1
介護予防事

業

高齢者が出来る限

り介護状態に陥る

ことなく，健康で

生き生きと生活を

送れるよう支援す

る。

１次予防事業として介護予
防教室を各圏域（３箇所）
で実施した。介護予防教室
参加者延べ1,093人、介護
予防継続支援教室参加者延
べ1,620人、水中ウォーキ
ング教室参加者延べ173
人、くもん脳トレ教室参加
者延べ307人。

１次予防事業
として介護予
防教室を実施
したため、教
室のレベルを
どこに合わせ
るのかが課題
として挙がっ
た。

9,499
実施し

た

第1クールについては、二次予
防事業として介護予防教室を各
圏域（3箇所）で実施した。第2
クール以降は、一次予防事業に
対象を変更し介護予防教室を各
圏域（3箇所）で実施した。こ
の他に水中ウォーキング教室と
くもん脳トレ教室を実施した。
介護予防教室参加者実人数９０
人、水中ウォーキング教室参加
者　延べ４６５人、くもん脳ト
レ教室参加者　延べ４８人。

地域包括

支援課

１　高齢

者の介護

予防に向

けた取り

組みの推

進

９２　介

護予防事

業の充実
147 92-2

高齢者筋力

向上トレー

ニング事業

高齢者の身体機能の
低下から引き起こさ
れる要介護状態にな
ることを予防する。

筋力向上トレーニング教室に
通っていた卒業生を対象に毎
週1回、筋力向上自主教室を開
催した。
実参加人数  11人
延べ参加人数　261人

0
実施し

た

筋力向上トレーニング教室に通
っていた卒業生を対象に毎週1
回、筋力向上自主教室を開催し
た。
実参加人数　11人
延べ参加人数　165人

地域包括

支援課

９３　介

護保険に

基づく公

的サービ

スの充実

148 93-1
通所介護事

業の運営

要介護状態等の高齢者
が，可能な限り居宅で
自立して日常生活を営
むことができるよう，
機能訓練等を行うなど
利用者の心身の機能の
維持並びに家族の身体
的な軽減を図る。

事業の廃止 0

定着し

た(完

了)

通所による，日常生活の

介護及び健康状態の確認

・相談・助言サービスの

提供を行った。

延べ利用者数 1,556人

長寿介護

課（高

齢）

９３　介

護保険に

基づく公

的サービ

スの充実

149 93-2
介護支援用

具給付事業

寝たきり高齢者に対
し，食事介助用具等
を給付することによ
り，日常生活の便宜
を図り，介護者の負
担を軽減する。

オムツ等の介護用品を

支給し、在宅高齢者及

び介護者の負担軽減を

図った。利用申請者106

8人。

支給対象者が年
々増大している
ため、対象者
や、新規参入事
業者の募集、支
給事務の軽減を
検討する必要が
ある。

29,916
実施し

た

オムツ等の介護用品を支

給し、在宅高齢者及び介

護者の負担軽減を図っ

た。

利用者　1,022人

長寿介護

課（高

齢）

９３　介護
保険に基づ
く公的サー
ビスの充実

150 93-3
住宅改修支

援事業

要援護高齢者に対し，
居住する住宅の改修に
要する費用を助成し，
自立した豊かな生活を
支援する。

２０万円を限度とし,規定に該
当する改修費用の９割分を助
成する。手すり取り付け
5件

介護保険利用前
に住宅改修を希
望する方が少な
い。制度の周知
を図っていく。

269
実施し

た

６万円を限度とし，規定
に該当する改修費用の９
割分を助成する。
手すり改修　１件

長寿介護

課（高

齢）

２　介護

負担を軽

減する取

り組みの

推進

９３　介

護保険に

基づく公

的サービ

スの充実

151 93-4

居宅介護サ

ービス給付

事業

要介護認定を受け

た方が，住宅での

サービスを利用し

た時に保険を給付

する。

主に在宅で利用する介

護サービスについて要

介護者の状態にあわせ

て必要なサービスを適

正に給付した。

利用者の負担と
介護給付の安定
を図りつつ、要
介護者の状態に
あわせてそれぞ
れにあった居宅
介護サービスを
提供できるよう
にする。

1,870,179
実施し

た

主に在宅で利用する介護

サービスについて要介護

者の状態にあわせて必要

なサービスを適正に給付

した。

長寿介護

課（介

護）
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　３　介護との両立を支援する環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

９３　介

護保険に

基づく公

的サービ

スの充実
152 93-5

施設介護サ

ービス給付

事業

介護老人福祉施

設，介護老人保健

施設，介護療養型

医療施設におい

て，介護サービス

を受けた時に保険

を給付する。

常に介護が必要で，在宅で
は介護ができない方や症状
が安定し，リハビリに重点
をおいた介護が必要な方，
あるいは長期間にわたり療
養が必要な方を対象に施設
に入所させて利用者及び介
護者の負担軽減を図った。

介護施設へのニ
ーズが高まり，
入居希望者も年
々増加している
中で，希望者を
充足できるだけ
の施設整備を行
うことは不可能
であり，利用者
及び介護者の負
担軽減が必要。

1,444,866
実施し

た

常に介護が必要で，在宅で
は介護ができない方や症状
が安定し，リハビリに重点
をおいた介護が必要な方，
あるいは長期間にわたり療
養が必要な方を対象に施設
に入所させて利用者及び介
護者の負担軽減を図った。

長寿介護

課（介

護）

９４　家

族介護支

援事業の

充実

153 94-1
家族介護教

室の開催

高齢者介護をして

いる家族に対し，

介護予防等の教室

を開催する。

在宅で介護を行っている家族
に対して,第１回　オムツの選
び方交換,第2回　車椅子移乗,
歩行介助,第3回介護者のスト
レッチ　を行った。全3回。延
べ19名参加。

対象者の身体状
況によって参加
者の求める技術
が異なるので,
対象者のニーズ
により内容の変
化が必要。

45
実施し

た

在宅で介護を行っている家
族に対して，体位交換や移
乗等を介護する方される方
双方にとって負担の少ない
方法を講義と実技で紹介し
た。

地域包括

支援課

９４　家

族介護支

援事業の

充実
154 94-2

やすらぎ支

援員養成講

習会の開催

住み慣れた地域で

生活が継続できる

よう，認知症高齢

者とその家族を支

援する。

やすらぎ支援員養成講

習会を実施した。

参加者　　36　名

修了者　　21名　

自身や家族等が
認知症になった
らどうなのか、
認知症になって
も安心して暮ら
せる神栖市にす
るための講習会
を実施したが、
実際にやすらぎ
支援員として活
動する方が少な
い。

105
実施し

た

やすらぎ支援員養成講習

会を実施した。

参加者　１９名

修了者　８名

地域包括

支援課

９４　家

族介護支

援事業の

充実
155 94-3

地域包括支

援センター

運営事業

住民が住み慣れた地
域で安心して生活で
きるよう，介護予
防，福祉等の相談に
対して包括的に受け
られるよう支援す
る。

平成25年度より第２圏域につ
いて民間委託での包括支援セ
ンターを１箇所設置した。他
の圏域の民間委託について検
討し、27年度下半期から第３
圏域について公募による民間
委託を行うということで方針
を決定した。

20,736
検討し

た

平成25年度より第２圏域につい
て民間委託での包括支援センタ
ーを１箇所設置した。他の圏域
の民間委託について検討した
が、今年度は公募を行わないと
いうことで方針を決定したので
新たな公募は行わなかった。

地域包括

支援課

２　介護

負担を軽

減する取

り組みの

推進

９５　地域
で介護を支
えあう活動
の促進

156 95-1

緊急通報体

制等整備事

業

高齢者等が急病，事故
等の理由で緊急に援助
を必要とする場合，消
防本部に通報できる緊
急通報装置の設置を支
援する。

新設及び保守点検を行

う。

保守点検　77件

機器新設　31件

取り扱いが簡単
で，誤報が少な
くなるような機
器の導入に向け
た調査・研究が
課題である。

1,269
実施し

た

新設及び保守点検を行

う。

保守点検　121件

電話機新設　19件

長寿介護

課（高

齢）
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基本目標Ⅲ 女と男・ともに自立し参画する社会づくり

重点課題　３　介護との両立を支援する環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

９５　地

域で介護

を支えあ

う活動の

促進
157 95-2

介護予防・

シルバーリ

ハビリ体操

教室

県が養成したシル

バーリハビリ体操

指導士による介護

予防体操を普及さ

せる。

平成25年度よりシルバーリハ
ビリ体操を神栖シルバーリハ
ビリ体操指導士会への委託事
業として実施した。市内8箇所
にて体操教室を8会場、537
人、延べ15,333人、計483回実
施した。委託事業としたこと
で地区教室も始まり、51会
場、延べ8,707人の方が定期的
にシルバーリハビリ体操を行
っている。　　　

教室開催数

は増えた

が、指導士

のマンパワ

ーの確保が

今後の課題

である

2,384
実施し

た

平成25年度よりシルバーリハビ
リ体操を神栖シルバーリハビリ
体操指導士会への委託事業とし
て実施した。市内8箇所にて体
操教室を8会場、473人、延べ13
305人、計420回実施した。委託
事業としたことで地区教室も始
まり、34会場、延べ5485人の方
が定期的にシルバーリハビリ体
操を行っている。　　　

地域包括

支援課

９６　障

害者の介

護負担の

軽減

158 96-1
自立支援費

事業

障害者総合支援法に
基づく福祉サービス
を実施し，障害者の
社会参加促進と介護
軽減を図る。

障害福祉サービス（居宅介
護、生活介護、機能訓練、生
活訓練、就労移行支援、短期
入所等）障害者補装具給付
（車いす、補聴器、下肢補装
具、義肢等）更生医療給付費
等

923,330
実施し

た

障害福祉サービス（居宅介護、
生活介護、機能訓練、生活訓
練、就労移行支援、短期入所
等）障害者補装具給付（車い
す、補聴器、下肢補装具、義肢
等）更生医療給付費等

障がい福

祉課

９６　障

害者の介

護負担の

軽減

159 96-2
地域生活支

援事業

障害の有無に関わら
ず個性を尊重し，安
心して暮らせること
ができる地域社会の
実現を図る。

補助給付費事業（日常生活用
具給付費、自動車免許取得
費、等）福祉サービス委託事
業（地域活動支援センター事
業、日中一時支援事業、移動
支援事業、精神障害者デイサ
ービス事業等）

94,851
実施し

た

補助給付費事業（日常生活用具
給付費、自動車免許取得費、
等）福祉サービス委託事業（地
域活動支援センター事業、日中
一時支援事業、移動支援事業、
精神障害者デイサービス事業
等）

障がい福

祉課

２　介護

負担を軽

減する取

り組みの

推進

９６　障害
者の介護負
担の軽減

160 96-3
福祉作業所
（きぼうの
家）運営事業

障害者自立支援及び障
害者の社会参加を促す
とともに，介護者の負
担軽減を図る。

縫製作業、農作業，組み立
て等の軽作業のほか生活適
応訓練や生活指導を実施

7,203
実施し

た

縫製作業、農作業，組み立
て等の軽作業のほか生活適
応訓練や生活指導を実施

障がい福

祉課
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基本目標Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり

重点課題　１　子どもを安心して生み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

９７　審

議会等へ

の女性の

積極的登

用

161 97-1

審議会等へ

の女性委員

の参画促進

法令・条例等で設

置している審議会

委員への新規選任

・改選時に女性の

積極的な登用を図

る。

審議会等委員の市民公募及び
審議会等の公開に関する指針
に基づき，改選時に男女いず
れかの構成比が40％を下回ら
ないように努めた。市の条例
や要項により設置されている
審議会等の調査を実施し，女
性登用率の把握をした。
男女共同参画審議会（12人，
内女性７人）

0
実施し

た

審議会等委員の市民公募及び審
議会等の公開に関する指針に基
づき，改選時に男女いずれかの
構成比が40％を下回らないよう
に努めた。市の条例や要項によ
り設置されている審議会等の調
査を実施し，女性登用率の把握
をした。
男女共同参画審議会（12人，内
女性5人）

市民協働

課

９７　審

議会等へ

の女性の

積極的登

用 162 97-2

審議会等委

員の市民公

募及び審議

等の公開等

に関する指

針の周知

平成19年10月1日に施
行したこの指針では　
｢委員の公募にあたっ
ては，募集段階から当
該会議全体の男女の構
成比を考慮したうえ
で，原則どちらかが40
％を下回らないよう配
慮すること。｣として
いる。性別に偏らない
市政への参画推進のた
めに，本指針の周知を
図り，女性の登用を推
進する。

各所管課が審議会等の

新規選任・改選により

公募委員の募集をする

場合，男女構成に配慮

した実施を促せるよ

う，指針を庁内ネット

ワーク及び市のホーム

ページへ掲載し，調整

を図っている。

0
実施し

た

各所管課が審議会等の新

規選任・改選により公募

委員の募集をする場合，

男女構成に配慮した実施

を促せるよう，指針を庁

内ネットワーク及び市の

ホームページへ掲載し，

職員からの問合せ等にも

すぐ対応できている。

行政改革

推進課

９８　女
性委員の
発掘と育
成

163 98-1

女性人材リ

スト整備事

業

女性(男性も含めた)人
材情報の収集に努める
とともに，各審議会等
の女性委員の登用を促
進する。

女性人材リストを整備するた
めに，インターネットによる
情報収集や，研修等で他市町
村職員との情報交換等を行
い，情報収集に努めた。

0
検討し

た

女性人材リストを整備するため
に，インターネットによる情報
収集や，研修等で他市町村職員
との情報交換等を行い，情報収
集に努めた。

市民協働

課

９９　女

性職員へ

の研修機

会の充実

と職域拡

大

164 99-1

職員の研修

事業等への

派遣

男女共同参画社会
の実現に向けた施
策の実践的な展開
を図るため，県内
外の各種講座や研
修会等へ職員を派
遣する。

日本女性会議(北海道札幌
市)，女性関連施設・地方公共
団体・団体リーダーのための
男女共同参画推進研修(埼玉県
嵐山町)，男女共同参画社会づ
くりに向けての全国会議(東京
都)へ参加。日本女性会議の分
科会については，ワークライ
フバランス，経済的自立・起
業に関する講座を受けた｡

107
実施し

た

日本女性会議(徳島県阿南市)，
女性関連施設・地方公共団体・
団体リーダーのための男女共同
参画推進研修(埼玉県嵐山町)，
男女共同参画社会づくりに向け
ての全国会議(東京都)へ参加。
日本女性会議の分科会について
は，ワークライフバランスに関
する講座を受けた｡

市民協働

課

９９　女性
職員への研
修機会の充
実と職域拡
大

165 99-2

各種会議へ

の女性職員

の参画

政策･施策等を立
案する各種会議へ
の女性職員の参画
拡大に努める。

男女共同参画審議会，生涯
学習推進会議などの各種会
議等へ出席することで，女
性職員の参画を促進した。

0
実施し

た

男女共同参画審議会，生涯
学習推進会議などの各種会
議等へ出席することで，女
性職員の参画を促進した。

市民協働

課

１　市政

等の立案

・決定へ

の女性の

参画拡大

９９　女性
職員への研
修機会の充
実と職域拡
大

166 99-3

職員の研修

会等への参

画促進

県内外の各種研修
会等へ女性職員の
積極的な参加を促
進する。

各種研修等へ積極的に

参加した。
0
実施し

た

各種研修等へ積極的に参

加した。

教育総務

課
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基本目標Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり

重点課題　１　子どもを安心して生み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

９９　女

性職員へ

の研修機

会の充実

と職域拡

大

167 99-4

女性職員の

研修･職域拡

大

幅広い職務に対応

する能力向上及び

職員のスキルアッ

プのための研修会

等に参加する。

組織運営やメンタル面のフォ
ロー技術の向上のため，階層
別研修を実施，特別研修を実
施した。（女性職員/全参加
者）
○階層別研修（62/227）
○特別研修(12講座：96/247)
○派遣研修（34講座：18/51）
○要望等（10/53）
延べ参加者573名（うち女性職
員186名）

階層別研修（職
員課指名）は10
0%であるが，特
別研修，派遣研
修については，
研修内容を精
査，検討する必
要があった。

4,959
実施し

た

組織運営やメンタル面のフォロ
ー技術の向上のため，階層別研
修を実施し，また特別研修を実
施した。（女性職員/全参加
者）
○階層別研修（42/222）
○特別研修(11講座：310/247)
○派遣研修（29講座：11/37）
○要望等（7/35）
延べ参加者1,049名（うち女性
職員370名）

職員課

１　市政

等の立案

・決定へ

の女性の

参画拡大

１００　

女性職員

の管理職

への登用

促進
168100-1

女性職員の

管理職への

登用促進

管理職の登用は，男性
女性に関わらず，判断
力,折衝能力，部下の
統率力，積極性などの
能力(資質)や意欲等に
より決定されることが
重要であるが，現時点
において女性管理職員
の比率が小さいことか
ら，今後，女性職員の
管理職への登用促進に
努める。

管理職（課長以上）の
登用は，判断力，折衝
能力，部下の統率力，
積極性などの能力(資
質)や意欲等により決定
されることが重要であ
るため，管理職の資質
のある職員の登用に努
めた。

管理職の登用は
管理職としての
資質のある職員
を登用するた
め，目標値の設
定が困難である
が，「女性国家
公務員の採用・
登用の拡大等に
関する指針」に
基づいた目標値
を設定。

0
実施し

た

管理職の登用は，判断
力，折衝能力，部下の統
率力，積極性などの能力
(資質)や意欲等により決
定されることが重要であ
るため，管理職の資質の
ある職員の登用に努め
た。

職員課

１０１　各
地区の活動
組織におけ
る男女共同
参画の推進

169101-1

地区活動に
おける男女
共同参画の
推進

町内会や各種団体への
男女共同参画の主旨普
及に努め，情報提供や
女性役員の登用などを
支援する。

未実施

パンフレット
を配布した
り，ＰＲする
機会がすくな
いため

0未着手 未実施
市民協働

課

１０２ 各
種団体にお
ける女性代
表の就任促
進

170102-1
女性代表の

就任促進

女性の社会的地位の
向上を図るため,審
議会･委員会等で女
性代表の就任を促進
する。

審議会・委員会の改選時等で
女性代表の就任に努めた。男
女共同参画審議会やかみす市
民フォーラム実行委員会にお
いては，女性の代表者が就任
した。

0
実施し

た

審議会・委員会の改選時等
で女性代表の就任に努め
た。男女共同参画審議会
は，女性の代表者が就任し
た。

市民協働

課

２　企業

・団体・

地域等へ

の女性の

積極的参

画の推進

１０３　

企業や団

体等に対

する女性

の登用を

促す啓発

の充実

171103-1

女性の参画

拡充への周

知

関係各課と連携を

とりながら企業･

団体等の方針決定

過程への女性の参

画を促すための啓

発に努める。

平成２５年度に見直しを行っ
た「かみすハートフルプラ
ン」について，新聞折込，企
業への配布，成人式での配布
等を行った。また，市 ホーム
ページで「かみすハートフル
プラン」の案内を行ったほ
か，男女共同参画イベント
「市民フォーラム」開催時
（２月１１日）に，来場者へ
周知できるよう計画書（概要
版）を配置し，ＰＲ活動に努
めた。

0
実施し

た

条例や計画の普及につい
ては，広報紙・情報誌・
ホームページ等を活用
し，女性の参画を促すた
めの啓発に努めた。ま
た，市で開催するイベン
ト等において，男女共同
参画計画概要版等の配布
を行った。

市民協働

課
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基本目標Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり

重点課題　１　子どもを安心して生み育てられる環境づくり

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

２　企業
・団体・
地域等へ
の女性の
積極的参
画の推進

１０４　各
種団体にお
おける女性
のネットワ
ークづく
り，活動支
援

172104-1

女性団体の

ネットワー

クづくり

地域での男女共同
参画を推進するた
め,女性団体の育
成とネットワーク
化を進める。

市女性団体連絡会(14団
体)の充実を図るため，
情報･意見交換会を10月
5日に開催し，22人が参
加した。

0
実施し

た

市女性団体連絡会(15団
体)の充実を図るため，情
報･意見交換会を10月6日
に開催し，25人が参加し
た。

市民協働

課

１０５ 女

性の人材

情報の収

集，提供
173105-1

女性人材リ

スト情報の

提供

女性人材リストを
整備し，審議会等
委員への女性の積
極的な登用を促進
するため，人材情
報を提供する。

女性人材リストを整備するた
めに，インターネットによる
情報収集や，研修等で他市町
村職員との情報交換等を行
い，情報収集に努めた。ま
た，他課より女性の人材等に
ついて相談を受けた際の情報
提供に努めた。

0
実施し

た

女性人材リストを整備するため
に，インターネットによる情報
収集や，研修等で他市町村職員
との情報交換等を行い，情報収
集に努めた。また，他課より女
性の人材等について相談を受け
た際の情報提供に努めた。

市民協働

課

１０６ 女
性の人材を
育成する機
会の充実

174106-1

男女共同参

画情報誌編

集委員の公

募

男女共同参画情報誌
編集委員を一般公募
し，女性の社会参加
機会と人材の育成に
努める。

情報誌「ハートフルかみす」
の編集委員を４人委嘱し，情
報誌の編集・発行をとおし
て，女性編集委員の社会参加
を促進した。（情報誌 年2回
発行）

167
実施し

た

情報誌「ハートフルかみす」の
編集委員を４人委嘱し，情報誌
の編集・発行をとおして，女性
編集委員の社会参加を促進し
た。（情報誌 年2回発行）

市民協働

課

３　女性

の人材情

報の収集

とリーダ

ーの育成

１０７　

女性リー

ダーの育

成
175107-1

研修会等へ

の参加者補

助事業

男女共同参画に関する
意識の高揚と地域社会
におけるリーダーの養
成を図るため，男女共
同参画に関する研修に
参加した市民に対し，
参加経費等の一部を補
助する。

神栖市男女平等に関する研修
事業参加者補助金交付要項に
基づき，研修会等に参加した
一般市民に対して，参加経費
等の一部を助成した。
・日本女性会議（北海道札幌
市）公募市民1人参加
・ﾊーﾓﾆーﾌﾗｲﾄいばらき（今年度
は該当なし）

29
実施し

た

神栖市男女平等に関する研修事
業参加者補助金交付要項に基づ
き，研修会等に参加した一般市
民に対して，参加経費等の一部
を助成した。
・日本女性会議（徳島県阿南
市）公募市民1人参加
・ﾊーﾓﾆーﾌﾗｲﾄいばらき（今年度
は該当なし）

市民協働

課
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基本目標Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり

重点課題　２　男女共同参画を推進する体制の充実

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１０８　
男女共同
参画に関
する調査
研究

176108-1

男女共同参

画に関する

市民意識調

査

市民の意識と実態
を調査し，男女共
同参画に関する計
画や施策の立案等
の資料とする。

インターネット等において，
他県及び他市町村等での男女
共同参画に関する意識調査に
ついての情報を収集した。ま
た，研修等で他市町村職員と
の情報交換を行い，情報収集
に努めた。

0
検討し

た

今後の事業の参考とするため，
インターネット等において，他
県及び他市町村等での男女共同
参画に関する意識調査について
の情報を収集した。また，研修
等で他市町村職員との情報交換
を行い，情報収集に努めた。

市民協働

課

１０９　

男女共同

参画に関

する情報

収集

177109-1

男女共同参

画情報の収

集

男女共同参画社会

に関する情報を収

集し，施策や相談

機能などに活用す

る。

インターネットや広報紙等か
ら，国・県及び他市町村の男
女共同参画情報を収集した。
また，他市町村で行われた男
女共同参画に係るイベントへ
の参加や，研修等で他市町村
職員との情報交換等を行い，
情報収集に努めた。

0
実施し

た

インターネットや広報紙等か
ら，国・県及び他市町村の男女
共同参画情報を収集した。ま
た，他市町村で行われた男女共
同参画に係るイベントへの参加
や，研修等で他市町村職員との
情報交換等を行い，情報収集に
努めた。

市民協働

課

１０９　
男女共同
参画に関
する情報
収集

178109-2
職員の派遣

事業

毎年，全国規模で開催
される男女共同参画
「日本女性会議」に職
員を派遣し，各自治体
の情報を収集し，今後
の業務内容等に反映す
る。

日本女性会議(北海道札幌市)1
0/17～18へは，職員1名参加。
分科会では，ワークライフバ
ランス，経済的自立・起業に
関する講座を受けた｡また，他
市町村職員との情報交換等を
行い，情報収集に努めた。

107
実施し

た

日本女性会議(徳島県阿南市)10
/11～12へは，職員1名参加。分
科会では，ワークライフバラン
スに関する講座を受けた｡ま
た，他市町村職員との情報交換
等を行い，情報収集に努めた。

市民協働

課

１　男女

共同参画

に関する

調査研究

や情報発

信の充実

１１０　男
女共同参画
に関する広
報の推進

179110-1
ホームペー
ジの活用事
業

男女共同参画に関する
情報を市のホームペー
ジに掲載し，各種情報
を提供する。

市ホームページにて，男女共
同参画に関する国や県の情報
を掲載し，市民への情報提供
に努めた。

0
実施し

た

市ホームページにて，男女共同
参画に関する国や県の情報を掲
載し，市民への情報提供に努め
た。

市民協働

課

１１１　行
政職員に対
する男女共
同参画を推
進するため
の意識の普
及

180111-1
職員の意識

の啓発

男女共同参画に関

する意識の高揚を

図る。

各所管課へ男女共同参
画計画実施計画の見直
しや実施状況報告の作
成を依頼し，職員の意
識の高揚に努めた。

0
実施し

た

各所管課へ男女共同参画計
画実施計画（H２５～２９）
の作成および，実施状況報
告の作成を依頼し，職員の
意識の高揚に努めた。

市民協働

課

１１２　男
女共同参画
推進本部の
設置，運営

181112-1

男女共同参

画推進本部

の設置

男女共同参画の推進に
関する施策の策定及び
総合的かつ計画的に事
業の実施を推進するた
め，庁内組織を設置し
運営する。

他市町村のホームペー

ジを閲覧し，男女共同

参画組織等の事例研究

に努めた。

0
検討し

た

他市町村のホームページ

を閲覧し，男女共同参画

組織等の事例研究に努め

た。

市民協働

課

２　総合

的な推進

体制の整

備，強化

１１３　

男女共同

参画審議

会の運営
182113-1

男女共同参

画審議会の

開催

市長の諮問に応
じ，本市における
男女共同参画に関
する事項を調査審
議し，市長に意見
を述べる。

男女共同参画に関する事項を
調査・審議するため，男女共
同参画審議会を年間2回開催し
た。男女共同参画推進事業の
前年度実績報告，男女共同参
画推進事業者表彰に関する諮
問・答申など

150
実施し

た

男女共同参画に関する事項を調
査・審議するため，男女共同参
画審議会を年間4回開催した。
男女共同参画計画の見直しや男
女共同参画推進事業の前年度実
績報告，男女共同参画推進事業
者表彰に関する諮問・答申など
を行った。

市民協働

課
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基本目標Ⅳ 女と男・ともに参画を推進するシステムづくり

重点課題　２　男女共同参画を推進する体制の充実

事　業　の　概　要 平成２６年度の取り組み 平成２５年度の取り組み

担当課施策の  

目標

取り組み

内容
番
号
事業

番号
事業名 事業内容 具体的な実施内容

実施できな

かった理由

実施にあた

っての課題

決算額 　

(千円)

実施　

状況
具体的な実施内容

１１４　市
の取り組み
に対する定
期的な評
価，報告

183114-1

年次報告書

の作成及び

公表

神栖市男女共同参画計
画で示した施策につい
て，実施計画及び実施
報告書を作成し市のホ
ームページ等に掲載す
る。

男女共同参画計画（ハートフ
ルプラン）で定めた施策を，
より効果的・計画的に推進す
るため，平成25年度の取組内
容を実施状況報告書として審
議会へ報告し，公表した。

0
実施し

た

男女共同参画計画（ハートフル
プラン）で定めた施策を，より
効果的・計画的に推進するた
め，平成24年度の取組内容を実
施状況報告書として審議会へ報
告し，公表した。

市民協働

課

１１５　男
女共同参画
に関する苦
情等処理制
度の整備
（行政相談
制度や人権
擁護期間な
ど既存の制
度の活用）

184115-1

男女共同参

画に関する

苦情等処理

制度の整備

男女共同参画に関

する苦情の申し出

に対応するため，

苦情処理体制の推

進を図る。

広報紙、ホームページ

等で行政相談、人権擁

護相談に関するお知ら

せを掲載し、ＰＲに努

めた。

0
実施し

た

広報紙、ホームページ等

で行政相談、人権擁護相

談に関するお知らせを掲

載し、ＰＲに努めた。

市民協働

課

２　総合

的な推進

体制の整

備，強化

１１６男

女共同参

画活動を

推進する

ための拠

点機能の

整備，充

実

185116-1

男女共同参

画拠点施設

の整備

市民や事業者が行

う男女共同参画の

活動を支援するた

めの拠点施設を整

備する。

神栖地域：女性サロ

ン，波崎地域：女性子

どもセンターにおい

て，女性団体等への貸

し館業務を行った。

現在は，場所の
提供が主になっ
ているが，今
後，壇上共同参
画に関する事業
の展開を行って
いくために，運
営・支援等を行
うスタッフの充
実が必要であ
る。また，女性
サロンおよび女
性子どもセンタ
ーの貸し館につ
いては，PRに力
を入れていく。

0
検討し

た

神栖地域：女性サロン，

波崎地域：女性子どもセ

ンターにおいて，女性団

体等への貸し館業務を行

った。

市民協働

課
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